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建設経済委員会（分科会） 次第 

 

日時：2026 年３月 17 日（火） ９：30～ 

場所：第３委員会室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

 ⑴ 付託・分担案件の審査について（別紙：付託分類表・審査日程表） 

 

 ⑵ 意見・要望のまとめについて 

  ア 分科会意見・要望のまとめ 

  イ 委員会意見・要望のまとめ 

 

 ⑶ 閉会中の継続審査申出について 

 

 ⑷ 2026 年度管外行政視察研修について 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉  会 



令和７年第７回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【建設経済委員会】 

  第11号議案 豊岡市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制

定について 

  第14号議案 豊岡市集落排水処理施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

  第22号議案 令和７年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第３号） 

  第24号議案 令和７年度豊岡市水道事業会計補正予算（第５号） 

  第25号議案 令和７年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第４号） 

  第33号議案 令和８年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算 

  第35号議案 令和８年度豊岡市水道事業会計予算 

  第36号議案 令和８年度豊岡市下水道事業会計予算 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【建設経済分科会】 

  報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

   専決第２号  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

  第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 



 

令和８年３月定例会 

建設経済委員会・分科会 審査日程表 

 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審   査   区   分 予想時間 

３月16日（月） 

13：00～ 

 

 

第３委員会室 

 

 

＜１部＞ 

【観光文化部】 

  観光政策課 

 

【コウノトリ共生部】 

  農林水産課 

  環境経済課 

  コウノトリ共生課 

 

【都市整備部】 

  建設課 

  都市整備課 

  建築住宅課 

 

【農業委員会事務局】 

 

 

≪付託案件≫ 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

（一般会計は説明・質疑・賛否の確認） 

○第 11号議案（建築住宅課） 

分報告第２号 専決第２号 

（コウノトリ共生課、建設課） 

分第 15号議案（関係課） 

※第 15号議案に対する賛否の確認は 

２部で行います。 

○第 22号議案（コウノトリ共生課） 

 

 

≪報告事項≫ 

○建設課 

○建築住宅課 

 

13:00～ 

  14:15 

＜２部＞ 

【各振興局】 

  地域振興課（地域振興担当） 

 

【上下水道部】 

  水道課 

  下水道課 

 

 

 

≪付託案件≫ 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

（一般会計は説明・質疑・賛否の確認） 

○第 14号議案（下水道課） 

分第 15号議案（各振興局、上下水道部） 

  ＜賛否の確認＞ 

○第 24号議案（水道課） 

○第 25号議案（下水道課） 

 

 

14:15～ 

   

建設経済委員 ≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

○第 11号議案 ○第 14号議案 

○第 22号議案 ○第 24号議案 

○第 25号議案 

 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分報告第２号 専決第２号 

 第 15号議案 

 

 



 

分（赤字）＝予算決算委員会 建設経済分科会分担議案 

○＝建設経済委員会 付託議案 

※ ３月 16日（月）の審査は２部制で開催します。そのため、議案番号順の審査とならないことを

ご承知おきください。 

  13時から、観光政策課、コウノトリ共生部、都市整備部及び農業委員会事務局の審査を行い、 

  退席後、14時 15分頃から各振興局及び上下水道部の審査を行います。 

 

 

  



 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月17日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

【農業委員会事務局】 

 

 

 

 

分第 26号議案（一般会計予算） 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

  ＜説明・質疑＞ 

 

 

9:30～ 

  12:00 

【観光文化部】 

  観光政策課 

 

 

 

分第 26号議案（一般会計予算） 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

  ＜説明・質疑＞ 

 

 

【各振興局】 

  地域振興課（地域振興担当） 

  城崎温泉課 

 

分第 26号議案（一般会計予算） 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

  ＜説明・質疑＞ 

 

 

【コウノトリ共生部】 

  コウノトリ共生課 

分第 26号議案（一般会計予算） 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

  ＜説明・質疑＞ 

 

○第 33号議案（太陽光発電事業特別会計予算） 

  ＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

【コウノトリ共生部】 

  農林水産課 

  環境経済課 

 

分第 26号議案（一般会計予算） 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

  ＜説明・質疑＞ 

 

 

13:00～ 

  16:00 

【都市整備部】 

  建設課 

  都市整備課 

  建築住宅課 

  地籍調査課 

 

分第 26号議案（一般会計予算） 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

  ＜説明・質疑＞ 

 

 

 



 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

【上下水道部】 

  水道課 

  下水道課 

分第 26号議案（一般会計予算） 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

  ＜説明・質疑＞ 

 

 

○第 35号議案（水道事業会計予算） 

  ＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第 36号議案（下水道事業会計予算） 

  ＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

建設経済委員 分第 26号議案（一般会計予算） 

  ＜賛否の確認＞ 

 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分第 26号議案（一般会計予算） 

 

≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

○第 33号議案（太陽光発電事業特別会計予算） 

○第 35号議案（水道事業会計予算） 

○第 36号議案（下水道事業会計予算） 

 

16:10～ 

  17:00 

分（赤字）＝予算決算委員会 建設経済分科会分担議案 

○＝建設経済委員会 付託議案 

※ 午前中の部署は全部署 9：30 までに入室していただき、農業委員会事務局、観光政策課、各振興局、

コウノトリ共生部（コウノトリ共生課）の順に説明・質疑を行います。 

（進行状況により、午前中に農林水産課も入室いただく可能性があります。） 

  午後も全部署 13：00までに入室していただき、コウノトリ共生部（農林水産課、環境経済課）、都市

整備部、上下水道部の順に説明・質疑を行います。 

 

※ 17 日は当初予算の討論・表決（一般会計は賛否の確認）を行い、分科会及び委員会の意見・要

望の取りまとめを行います。 

 

 



＝出席不要もしくは欠席

【委　　員】

職　　名

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

7名

【当　　局】

氏　名 氏　名

観光文化部 観光政策課長 中田　啓之 城崎振興局 城崎振興局長 冨岡　隆

コウノトリ共生部 コウノトリ共生部長 坂本　成彦 地域振興課参事 橋本　郁夫

農林水産課長 浪華　誠 城崎温泉課長 山田　和彦

農林水産課参事 村田　光弘 竹野振興局 竹野振興局長 吉村　容子

農林水産課参事 西村　文紀 地域振興課参事 森口　佳徳

コウノトリ共生部次長
兼環境経済課長

瀬崎　晃久 日高振興局 日高振興局長 柳沢　和男

コウノトリ共生課長 宮垣　均 地域振興課参事 徳味　卓示

都市整備部 都市整備部長 冨森　靖彦 地域振興課参事 上野　和則

都市整備部次長
兼建設課長

久田　渉 出石振興局 出石振興局長 木之瀬晋弥

建設課参事 和田　征之 地域振興課参事 山本　隆之

建設課参事 谷口　浩二 但東振興局 但東振興局長 井上　靖彦

建設課参事
兼国県事業推進室

北村　省二 地域振興課参事 木下　喜晴

建設課参事
兼用地対策室長

山根　哲也 上下水道部 上下水道部長 谷垣　康広

都市整備課長 堂垣　俊裕 水道課長 縄手　伸幸

都市整備課参事 武中　孝寛 水道課参事 佐伯　勝巳

建築住宅課長 小川　琢郎 下水道課長 野畑　修身

建築住宅課参事 岡田　忠昭 下水道課参事 羽渕　浩史

地籍調査課長 上阪　善晴 農業委員会事務局 農業委員会事務局長 谷田　芳紀

18名 18名

計 36名

【議会事務局】

職　　　名 氏　名

主幹兼総務係長 舩越　初美

1名
合計 44名

職　　　名 職　　　名

清　水　　　寛

䭜　　　至　誠

西　垣　秀　昭

西　田　　　真

氏　　　名

森　垣　康　平

前　田　敦　司

荒　木　慎大郎

建設経済委員会名簿（3/17）



 

 

＜別紙１＞  

 

建設経済委員会重点調査事項  

 

 

 

○環境経済戦略の推進について 

 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施策の推

進について  

 

○有害鳥獣対策の推進について 

 

○地域内幹線道路の整備促進について 

 

○都市計画マスタープランについて 

 

○公営住宅のあり方について 

 

○下水道事業計画及び地域水道ビジョンの推進について 

 

○専門職大学と演劇のまちについて 
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午前９時２５分開会 

○委員長（森垣 康平） おはようございます。 

 それでは、皆さんおそろいですので、ただいまか

ら建設経済委員会を開会いたします。 

 ちょっと今日はめじろ押しだそうで、挨拶のほう

は端折らせていただきます。すみません。 

 まずは、本日の委員会に当たり、日高振興局地域

振興課、上野参事の欠席について申出があり、許可

しておりますので、ご了承お願いします。 

 それでは、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 本日は、審査日程表のとおり、当委員会に付託さ

れた令和８年度各会計予算案の説明、質疑、討論、

表決、また、当分科会に分担されました令和８年度

一般会計予算案の説明、質疑、賛否の確認を行い、

その後、議案全体についての委員会・分科会意見、

要望の取りまとめを行います。 

 なお、当局の説明は、基本的には部単位で組織順

としておりますが、スムーズに進行するため、審査

日程表のとおり、午前の工程を一部変更しておりま

す。 

 午前は、農業委員会事務局、観光政策課、各振興

局地域振興課及び城崎温泉課、コウノトリ共生部コ

ウノトリ共生課の順に、それぞれ説明、質疑を行い

ます。 

 午後は、コウノトリ共生部農林水産課、環境経済

課、都市整備部、上下水道部の順に、部ごとに説明、

質疑を行いたいと思います。 

 委員の皆様、当局の皆さん、質疑、答弁に当たり

ましては、くれぐれも要点を押さえて、簡潔明瞭に

行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力をお

願いいたします。 

 また、委員会中の発言につきましては、必ず委員

長の指名を受けてから、マイクを使用して発言して

いただきますよう、改めてご注意お願いいたします。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午前９時２６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２６分 分科会開会 

○分科会長（森垣 康平） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 それでは、第２６号議案、令和８年度豊岡市一般

会計予算を議題といたします。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔にご説明お

願いします。 

 説明については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 それでは、まず、農業委員会事務局から説明をお

願いします。 

 農業委員会事務局、谷田局長、お願いします。 

○農業委員会事務局長（谷田 芳紀） 令和８年度豊

岡市一般会計予算並びに予算説明書の２００ペー

ジ、２０１ページをご覧ください。令和８年度は、

現委員の３年の任期を終え、新たな委員の１年目と

なります。そのため、今後の委員活動を行っていく

ために必要な物品の購入が必要となり、前年度と比

較して運営経費が増額となっております。 

 主なものを説明いたします。２０１ページ、上か

ら２つ目の枠、農業委員会費の説明欄の一番上の人

件費、委員報酬です。農業委員１９名分、農地利用

最適化推進委員２５名分です。前年度と同額となり

ます。下から８行目、非常勤職員公務災害補償保険

料については、前年度と同額となっております。 

 次に、その１行下の農業委員会費は、対前年度１

７１万５，０００円の増額となっております。増額

の要因について説明いたします。農業委員会費の２

行下、費用弁償でございます。委員４４名が行う行

政視察研修を含んでいますが、本年度は日帰りで研

修を実施しましたが、来年度は１泊２日の研修を予

定しており、対前年度５４万３，０００円増額とな

っております。下から２行目、消耗品費についてで

ございます。委員の作業服、委員章、委員研修テキ

ストなどの購入経費で、対前年度７５万８，０００

円増額しております。 
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 ２０３ページをご覧ください。説明欄の上から５

行目、自動車借上料についてでございます。委員行

政視察研修、バス借り上げ料となります。対前年度

２４万８，０００円増額しております。 

 そのほかの予算につきましては、ほぼ例年どおり

となっております。 

 次に、説明欄、同じ枠内の下から４行目の農業者

年金事務費については、農業者年金の加入推進手続

等に関する事務経費でございます。ほぼ例年どおり

でございます。 

 次に、歳入の主なものを説明いたします。５１ペ

ージをご覧ください。説明欄の一番下の枠の一番下、

農業委員会交付金についてでございます。この交付

金は、農業委員会法に基づき兵庫県から交付される

もので、事務局職員の人件費に充当しております。 

 次に、５３ページ、説明欄の上から６行目でござ

います。機構集積支援事業費補助金は、農地中間管

理機構であるひょうご農林機構が担い手への農地

集積、集約化を促進するに当たり、農業委員会等が

関連する業務を適切に実施できるよう補助される

もので、本市においては農地法に基づく事務の適正

実施のための事務を補助対象として、農地台帳シス

テム運用に係る会計年度任用職員報酬に充当して

おります。 

 その８項目下、農地利用最適化交付金についてで

す。担い手への農地集積、集約化等農地利用の最適

化が農業委員会の必須業務となったことにより、農

業委員、推進委員の活動を活発化するために予算化

されたものであり、それぞれの報酬に充当しており

ます。 

 その次の項目、国有農地等管理処分事業事務取扱

交付金は、国有農地の管理事務に対して兵庫県から

交付されるものでございます。主な事務内容は、竹

野地域における国有農地の使用料徴収でございま

す。 

 続いて、６９ページをご覧ください。上から４行

目、農業者年金業務は、独立行政法人農業者年金基

金からの委託料です。事務局職員の人件費と事務費

に充当しております。 

 歳入の説明は以上です。 

 なお、債務負担行為、地方債はございません。 

 説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １件お聞きします。今回、農

業委員さんの改選ということで、たくさんのお名前

を拝見したんですけども、なかなかそういう意味じ

ゃ担い手不足という中で、選ぶことが年々難しくな

ってきているのかなというふうに思います。そうい

う意味で、新しい方というか、そういう方になって

もらうための何か取組というか、いろいろとお聞き

するようなネットワークというか、そういうとこら

辺での工夫というのはあるんでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 局長。 

○農業委員会事務局長（谷田 芳紀） なかなか具体

的な方策というのは難しいんですけども、やっぱり

成り手不足という声はよく聞かせてもらってまし

て、農業従事者の高齢化と、後継者不足ということ

が、こういったところにも影響を及ぼしているのか

なというふうに感じております。 

 今回の募集に当たっては、ホームページや、広報

に掲載するいった形で広く一般に募集をておりま

すけれども、それと同時に地区の区長会であるとか、

農会長会、それからまたＪＡにも推薦を求めており

ます。その結果、定員どおり、今回についてはそろ

ったということでございます。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 何とか３年ごとにというとこ

ろではあるんですけども、やはり長くされている方

がおられるということがやはり理想だと思います

から、できるだけ農業スクールの卒業生の方も大分

増えてきてるということもありますので、少しそう

いう方にもお声かけできるような体制づくりをし

ていただきたいと思います。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（森垣 康平） 質疑を打ち切ります。 
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 なお、第２６号議案、令和８年度豊岡市一般会計

予算の賛否の確認につきましては、各担当課の説明、

質疑が全て終局した後、すなわち本日の最後の上下

水道部の説明、質疑が終了した後、委員のみで行い

ますので、ご了承お願いします。 

 続いて、観光政策課の説明をお願いいたします。 

 観光政策課、中田課長、お願いします。 

○観光政策課長（中田 啓之） それでは、観光政策

課の令和８年度当初予算についてご説明をいたし

ます。 

 まず、歳出予算です。議案書１２７ページをご覧

ください。専門職大学連携推進事業です。本市の地

方創生の大きな推進力として期待される芸術文化

観光専門職大学の機能や知見を最大限活用し、協働

して地域課題の解決を図る地域連携事業として事

業委託料１，０６７万４，０００円を計上しており

ます。令和８年度は、新たにワークイノベーション

推進事業、城崎国際アートセンター多角価値評価研

究事業、出石次世代地域リーダー育成事業に取り組

むこととしており、これまでから実施しております

高校生のコミュニケーションワークショップなど

と合わせまして計７事業を実施することとしてお

ります。また、学生が自身のキャリアについて考え、

市内就職及び定住を促す取組を行います。 

 次に、観光事業費です。マーケティング調査業務

は、携帯電話の位置情報を活用し、本市への来訪者

数を把握、集計する業務で、これまで取得しており

ました市全体のデータに加え、新たに市内を１キロ

メッシュごとに確認できる人口マップを導入し、市

内地域ごとの来訪者数を把握することとしており、

業務委託料５５０万円を計上しております。 

 また、豊岡観光イノベーションへの負担金につき

ましては、国内観光客の誘客促進として５８４万８，

０００円を計上しております。内容としましては、

国内観光客向けウェブサイトのコンテンツ増加に

よる周遊促進、各種施策で取得しました来訪者デー

タを活用したメールマーケティングなどによる消

費拡大と豊岡ファンづくり、来訪者アンケートの実

施、ＯＴＡデータの収集・分析に加え、２０２４年

度から実施しております市民への住民満足度調査

を引き続き実施し、観光と市民生活の調和度の見え

る化に取り組みたいと考えております。 

 次に、観光まちづくり推進事業費です。業務委託

料、観光自主財源導入支援業務につきまして、本会

議でもご答弁いたしましたとおり、昨年１０月に設

置をいたしました豊岡市観光自主財源検討委員会

や観光事業者、観光団体へのヒアリングからいただ

きましたご意見を考慮しつつ、市としての方向性を

まとめたうえで、広く事業者や市民の皆様のご意見

をお伺いする説明会の開催や、財源の管理の方法、

財源を活用した施策に関して協議、検討を行う仕組

みの構築に取組むため、業務委託料１１０万円を計

上しております。 

 次に、海外戦略推進事業費です。本市の知名度向

上、地域の魅力を的確に伝え、２０２５年に１０万

人泊を超えました訪日外国人客をさらに伸ばして

いくため、生成ＡＩによるチャットボットやオンラ

インコンシェルジュの運用、その人、そのときに応

じたお勧めを意識したマーケティングによる消費

拡大、関係性の構築、デジタルメディアを活用した

情報発信による認知拡大、ローカルガイドの養成、

ベジタリアン、ハラール食対応の事業者育成など、

インバウンド誘客の推進と高付加価値化、周遊促進

事業に取り組む豊岡観光イノベーションに対する

負担金として１，５００万円を計上しております。 

 次に、豊岡演劇祭協同開催事業費です。演劇祭実

行委員会への負担金として４，２２４万１，０００

円を計上しております。内容ですが、演劇祭の開催

や実行委員会の運営に加えまして、後ほど歳入予算

でも触れさせていただきますが、文化庁の地域の文

化・芸術活動助成事業を活用しました公演実施に係

ります９２４万１，０００円を含んだ額となってお

ります。 

 また、豊岡演劇祭のコンセプトでもあります持続

可能なまちづくりと連動した演劇祭の取組としま

して、豊岡演劇祭２０２６では、来場者の会場間の

移動手段の確保と市内観光地の周遊体制の構築に

よる周遊促進を図り、本市における公共交通の課題
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整理と今後の在り方検討に対する示唆を得るため、

ボランティアサポーターによるライドシェアの実

証事業を実施したいと考えており、現在、国や交通

事業者と制度設計に向けた調整を行っております。 

 １３１ページをご覧ください。一番下の事業、地

域おこし協力隊推進事業費です。地域おこし協力隊

業務委託料のうち環境政策課分は、ユニバーサルツ

ーリズムの推進に２名、豊岡演劇祭を核とした深さ

を持った演劇のまちづくりの推進に２名、マルチワ

ーク型による深さを持った演劇のまちづくりの推

進に１名の計５名分、１，６５１万９，０００円を

計上しております。 

 １３３ページをご覧ください。中ほど、企業版ふ

るさと納税獲得推進事業費です。観光政策課分の事

業費は、２９８万９，０００円のうち１８８万９，

０００円となります。企業版ふるさと納税推進業務

委託料は、企業版ふるさと納税の推進、獲得を目的

とした業務で、獲得寄附金額の税別２０％を成功報

酬とする仕様により、業務委託を行うこととしてお

ります。 

 次に、２２７ページをご覧ください。まず、観光

事業費です。観光協会補助金としまして、市内６地

域観光協会の運営費及び事業費を一部支援するた

め、５，０４８万２，０００円を計上しております。 

 次に、海外戦略推進事業費です。訪日外国人観光

客の増加に伴いまして、外国語版パンフレットの増

刷を行うため、印刷製本費を例年より増額し、７７

万円を計上しております。 

 次に、玄武洞公園管理費です。２２９ページをご

覧ください。指定管理料２，０８０万円を計上して

おります。指定管理業務は、全但バス・神姫バス共

同事業体に委託をしており、来年度は３か年契約の

２年目となります。引き続き公園の安全、適正かつ

円滑な管理に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、２３１ページをご覧ください。上から２つ

目です。観光施設管理費です。事業費のうち、中嶋

神社、気比の浜、来日岳山頂の観光トイレの適切な

維持管理を行うため、観光政策課分として６８万６，

０００円を計上しております。 

 次に、２３３ページをご覧ください。上の枠、中

ほど、泉源管理費です。竹野、神鍋、出石、但東シ

ルク第１、第２、但東北部の６泉源施設について、

温泉の安定供給を目的に適切に管理運営を行う事

業費として計上しており、来年度は揚湯水中ポンプ

交換計画に基づき、但東シルク第１泉源の揚湯水中

ポンプを購入することとしており、備品購入費２９

０万１，０００円を計上しております。 

 次に、歳入予算です。２９ページをご覧ください。

最下段、玄武洞公園観覧料です。今年度２月までの

入園者数は約９万６，０００人で、観覧料は約３，

９６１万円となっております。来年度は４，０００

万円の歳入を見込んでおります。 

 次に、４１ページをご覧ください。一番下です。

地域未来交付金です。歳入予算額のうち観光政策課

分としまして、専門職大学連携推進事業費をはじめ

６事業、計５，０４１万７，０００円を計上してお

ります。 

 次に、５７ページをご覧ください。下の枠内、中

ほどです。自然歩道施設管理委託金です。豊岡、竹

野地域の近畿自然歩道観光トイレの清掃業務に係

る県委託金として４１万２，０００円を計上してお

ります。 

 次に、６１ページをご覧ください。上から２つ目

の枠、企業版ふるさと応援寄附金です。歳入予算額

２，２００万円のうち観光政策課の深さを持った演

劇のまちづくり事業分として１，０００万円を計上

しております。 

 次に、６３ページをご覧ください。上の枠内、中

ほど、地域振興基金繰入金です。うち観光政策課分

は３，４００万円で、専門職大学連携推進事業費、

観光事業費、豊岡演劇祭協同開催事業費の３事業に

充当されております。 

 次に、６９ページをご覧ください。中ほど少し下、

参加者負担金の一番下、豊岡演劇祭公演収入です。

歳出予算の豊岡演劇祭協同開催事業費における演

劇祭実行委員会への負担金としてご説明いたしま

した、文化庁の助成事業を活用しました公演に係り

ます公演収入として６５万３，０００円を計上して
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おります。 

 ７３ページをご覧ください。中ほど、事業助成金

のうち地域の文化・芸術活動助成事業助成金で、豊

岡演劇祭において上演を予定しております公演に

係ります文化庁の補助率３分の２、上限５００万円

の助成金で、５００万円を計上しております。 

 なお、同助成金につきましては、本年１月に既に

採択内示を得ているところです。 

 次に、７９ページをご覧ください。一番下です。

過疎対策事業債です。観光政策課分としまして５８

０万円を計上しており、城崎、竹野、但東の各観光

協会への補助金に充当をさせていただいておりま

す。 

 最後に、地方債です。１２ページをご覧ください。

一番下、過疎対策事業債です。先ほど歳出予算でご

説明をいたしました観光協会補助金に係ります５

８０万円を観光政策課分として計上をしておりま

す。 

 観光政策課の説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） もし分かればでいいんですけ

ど、専門職大学、今年度の卒業生、何名ぐらい豊岡

に就職する予定か、把握されてれば教えていただけ

ますかね。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 具体的な数字はお伺

いしておりませんが、大体１割程度というようなこ

とはお聞きをしております。 

○分科会長（森垣 康平） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 専門職大学の学生が市内企業

に就職するための取組というのは、実際どんなこと

を考えておられるのか、ちょっとお伺いします。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 今年度実施しました

内容としましては、１期生が卒業されるタイミング

でしたので、先輩のキャリアに対する考え方であっ

たりとかというようなことをテーマに座談会形式

で３年生、４年生の方に集まっていただいて開催を

したということが今年度の取組としてありますの

で、来年度も引き続き同じような取組ができればと

思っております。 

○分科会長（森垣 康平） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ありがとうございます。 

 そういった取組、しっかりしてもらって、就職し

てもらえるように促してもらえたらいいなと思う

のと、もう１点、すみません、地域おこし協力隊、

演劇祭関係なんですけど、受入れの団体ってどちら

になりますかね。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） ２名の演劇祭につき

ましては実行委員会で受入れをしておりまして、マ

ルチワーク型につきましてはＴＡＡに受入れをし

ていただいております。 

○分科会長（森垣 康平） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ということは、任期が終わっ

た後も、そのまま残っていくことを前提として受入

れをされてるんでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 演劇祭実行委員会で

受入れをしております協力隊は、今年の５月までが

任期になりますので、卒業された後も引き続き豊岡

にとどまっていただくご意思があるということを

お伺いをしていますので、引き続き演劇祭で関わっ

ていただくことを思っております。 

○分科会長（森垣 康平） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 演劇祭の委託金が特段増えて

いるわけではないけども、人件費も上がっていくよ

うに思うんですけど、その辺は大丈夫なんでしょう

か。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） なかなか資金繰りは

しんどいところはあるんですけれども、市の負担金

に頼らないように、先ほどもご説明をした国からの

助成金を確保したりとか、企業版ふるさと納税を含

めました寄附金を募ったりということで、その高騰

する分については何とか維持をしていくように努
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めております。 

○分科会長（森垣 康平） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 私も、これ、補助金ありきと

かそういったことになりかねないかなと思うんで

すけども、できるだけ人が入ってきてもらえるよう

に頑張ってもらいたいなと思います。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほかございませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点かちょっと確認させてく

ださい。 

 まず、観光協会の件なんですけど、今、旧１市５

町でそれぞれあるんですけど、それ、このままいく

予定なんか、それとも１つにまとめてやっていくの

か、今の現状で不具合がないのか、その辺もちょっ

とお知らせいただきたいと思います。まず１点、お

願いします。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 現在明確な、例えば

統合というような話は出ておりません。ただ、連絡

調整機能としまして豊岡ツーリズム協議会という

組織を持っておりますので、今後につきましては、

その協議会の中で検討していくことになるかとい

うふうに思います。 

○委員（西田  真） 不具合は、不具合。 

○観光政策課長（中田 啓之） 不具合という点につ

きましては、今現在、たちまち何か不具合があると

いうようなことは感じておりませんが、連携ですね、

地域間の連携をするときに、それぞれの観光協会が、

それぞれの視点で取組をどうしてもされてしまい

ますので、そこは少し、こちら市としては気を遣い

ながらといいますか、意識をしながら取り組まなけ

ればならないということは考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） ツーリズムのほうで６団体ま

とめておられるんですけど、その辺の連携がどうな

んかなと思ったりしてますんで、今後はそういう統

合いうのも一つの手かなと思いますんで、その辺は、

それぞれから声が出るまでに、そういう話合いをさ

れるべきだなと思いますけど、いかがでしょうかね。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 今、ご指摘の意見も

内部で話が出てきてたりもしますので、皆さんと協

議をしながら、どういった方向性がいいのか、進め

ていきたいというふうに思います。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いしたいと

思います。 

 そして、観光トイレのほうですけど、なかなかあ

んまりきれいじゃないとか、そういう話もあったり

するんですけど、その辺はどうでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 観光政策課で所管を

しておりますトイレの中で、そういったご意見をい

ただくのは来日岳の山頂トイレです。地元に維持管

理をお願いしているんですけれども、お願いしてる

方がご高齢で、現に現年度につきましては、実際に

作業をしていただけなかったということがありま

した。いろいろ手段を考えまして、お客様にご迷惑

にならないように維持管理に努めていきたいと思

ってます。 

 その他のトイレにつきましては、特段、地域でお

願いしているもの、シルバー人材センターにお願い

ものいずれも適正に管理していただいていると思

っております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、管理されとる年齢ってど

れぐらいの年齢、もうかなりご高齢の方ばっかりだ

とお聞きしておるんですけど、どうでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 基本的には、シルバ

ー人材センターにお願いをしているということが

あります。 

 先ほど申し上げた来日岳につきましては、地元の

登山実行委員会というところにお願いしてるんで

すけれども、正確な年齢は把握はしておりませんが、

恐らく７０代の方だったというふうに思ってます。

体調を崩されて、業務が担えないということをお伺

いしております。 
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○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 高齢の方で事故とかけがとか

ないように、そのような配慮もお願いしたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いしときます。 

 あと、泉源のほうなんですけど、６泉源があって、

この６泉源は不具合とかそういうのは全然なんで

すかね。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） 現時点では不具合は

ございません。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 但東町の水中ポンプの件なん

ですけど、これ、耐用年数何年ぐらいで、今度更新

されるのは何年経過して更新されるのかお聞かせ

ください。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） ５年から６年をめど

に購入をしております。交換をする前年度にポンプ

を購入させていただいて、翌年度に交換をするとい

うスケジュールで進めさせていただいております。

耐用年数も同じ５年から６年程度を見込んでおり

ます。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 耐用年数が５年ということで、

故障まで使う必要はないと思いますんで、故障する

までに、耐用年数５年ごとに交換されるのは、それ

はそれでいいと思いますんで、そういう故障するま

でに耐用年数どおりしていただければ、それはそれ

でいいと思いますので、故障して使えなくなるまで

にやっていただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 委員長、以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点、演劇祭の中でライドシ

ェアのことというのはずっと常に取組はされてる

なって思いながら、演劇祭の中だけで終わっている

のかなというような感じもします。 

 今、日高のほうもインバウンドが増えてきてると

いうことで、日高、江原駅前のところで外国人の方

が路頭に迷うということをよくお聞きしてます。そ

ういうことも考えると、演劇祭って本当に地域の外

からの方がたくさん来られて、交通の問題が明確に

なるタイミングだと思います。その中での取組とし

て、しっかりとここで調査をしていく、また実行し

ていくんですけども、その後、通年でやっていくよ

うな取組にもつなげていただきたいなと思うんで

すけども、その辺についていかがでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） ご指摘のとおり、演

劇祭の中では、会場間の移動であったり、せっかく

豊岡に来ていただいて、観光地をなかなか回ってい

ただけないという課題がある、これは演劇祭を始め

たときから同じような課題が続いております。 

 今年度は、幸いにも、６年やってきまして演劇祭

にボランティアで関わりたいというサポーターの

方がすごく増えてきています。そのサポーターのお

気持ちを酌ませていただいてというか、そのサポー

ターの方にご活躍いただく事柄としてライドシェ

アをやってみたいと考えておりますので、ここであ

る程度形をつくって、地域間をまたぐような、こう

いったライドシェアのようなシェアリングの交通

を社会実装していくきっかけにしたいと思ってお

ります。何が課題なのか、何ができるのかというこ

とを明らかにし、この演劇祭の期間内でやっていっ

て、実装できるように進めていきたいなと思ってお

ります。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 本当にそういう意味では、ま

ず社会実験的な取組というところ、そこの部分とい

うのはすごくグレーなのかなと思うんですけども、

行く行くは、やはり期間限定の、たけの～るじゃな

いんですけども、そういう意味では、しっかりと事

業用ナンバー取って取組をしていくというような

ことまで視野に入れた取組をしていただきたいと

いうふうに思いますので、今回の演劇祭もいろいろ

とチャレンジをしていただきたいと思います。以上

です。 
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○分科会長（森垣 康平） そのほかございませんか。 

 ちょっと僕から１つだけ、すみません、国の地域

未来交付金という話が出たと思うんですけど、これ

は何か内示が確定してるとか、もう交付が確定して

るとか、その辺はどうなんでしょうか。 

 中田課長。 

○観光政策課長（中田 啓之） いわゆる地方創生の

お金で、本年度でいうと第２世代交付金の名称が変

わっている交付金ですけれども、まだ現段階では、

申請をしている段階で、国のほうから交付決定がな

されたということは、私は把握しておりません。 

○分科会長（森垣 康平） 分かりました。 

 そのほかないですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（森垣 康平） 質疑を打ち切ります。 

 続いて、各振興局地域振興課及び城崎温泉課の説

明をお願いします。 

 質疑は全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、城崎振興局及び城崎温泉課から説明を

お願いします。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） それで

は、歳出からご説明申し上げます。１１１ページを

ご覧ください。説明欄でご説明いたします。２段目

の下のほうになりますが、城崎振興局プロジェクト

事業費、修繕料４７７万円です。こちらは、地区内

の道路や水路などの小規模な補修に使う予算にな

ります。２０２６年度からは、対象となる施設や使

途を拡大し、各振興局の予算はそれぞれ２００万円

増額して、城崎では２７７万円から４７７万円にさ

せていただきました。地域からの要望につきまして

は、より迅速に柔軟な対応を行うよう考えておりま

す。 

 次に、下の業務委託料になります。麦わら細工振

興業務２５万５，０００円。こちらは、麦わら細工

の振興としまして、市内の小学生を対象としました

麦わら細工についての学習会と制作体験を実施す

るものになります。 

 その下の補助金、城崎夢花火事業５００万円です。

城崎温泉で誘客として、夏休みのお盆を除く平日に

行われる城崎夢花火の打ち上げに対して支援を行

います。財源につきましては、過疎債３５０万円と

企業版ふるさと納税、こちら１５０万円を充てるこ

ととしております。 

 その下の城崎・港地域未来づくり事業費１００万

円です。こちらは、市民と共創する行政を目指し、

城崎・港地域でのおおむね１０年先の未来を見据え

た際に考えれる地域課題について、課題の解決につ

ながる取組に要する費用について支援を行ってい

きます。 

 次に、１３１ページをご覧ください。上から１２

行目になります。城崎地域ブランド力向上事業、業

務委託料、柳・桜整備事業になります。２５０万円

になりますが、こちらは、城崎温泉の重要な景観を

形成する大谿川沿いの柳、桜並木の老木の植え替え

や、大きくなり過ぎた枝の剪定などを行っていきま

す。 

 その下の負担金になります。観光地レジリエンス

事業費３７５万円です。今年度、城崎では、観光関

連事業者と協力して観光レジリエンスマニュアル

を作成いたしました。２０２６年度には、このマニ

ュアルを基にしまして、観光協会などの観光関連事

業者が中心となり、行政や公共交通機関と連携し、

避難訓練を実施する予定です。また、実効性を高め

るため、見やすいマニュアルの作成も予定しており、

市の負担分を計上しております。 

 同じページの下のほうになりますが、地域おこし

協力隊事業費です。こちらは、城崎地域振興課分、

２名分の５９３万１，０００円が含まれております。 

 次に、２２１ページをご覧ください。下の囲みの

中ほど、商工振興事業費の補助金、城崎温泉ふるさ

と祭り事業費３８万７，０００円になります。こち

らは、城崎で８月に行われる城崎温泉ふるさと祭り

事業を支援していきます。今年度までは環境経済課

所管で行われていましたが、地域イベントとして、

来年度からは城崎振興局で行うこととしておりま

す。 
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 次に、２２９ページをご覧ください。上から９行

目になります。城崎文芸館管理費、手数料の１０３

万円、そして、その下の業務委託料の７６万１，０

００円になりますが、こちらは、城崎文芸館は新た

な建設予定の城崎温泉交流センターに機能を統合

するに伴い、施設の売却を検討しております。その

ため、必要な不動産鑑定を行います。また、文芸館

の施設の敷地の一部には防火水槽が埋設されてい

るため、その部分の分筆を行っていきます。 

 次に、２３３ページをご覧ください。上の囲みの

下のほうになります。城崎温泉交流センター整備事

業費です。投資委託料、実施設計で３，１３５万円。

こちらは、城崎温泉交流センターさとの湯の実施設

計について充てていくものとなります。この設計は、

令和８年度から令和９年度の２年度にわたって行

う予定です。令和８年度の予算としまして３，１３

５万円を計上しており、令和９年度の予算につきま

しては、債務負担として６，４４６万円を上げてお

ります。 

 その下の業務委託料、マネジメント業務７９１万

１，０００円ですが、委託する業務は、建築士など

のコントラクションマネジャーが市の立場で設計

の品質、コスト、スケジュールの管理を行うもので、

一般的に規模の大きな事業、専門性の高い施設、予

算やスケジュールの厳守が求められる、そういった

場合などに活用されております。新たなさとの湯は、

温泉施設、城崎文芸館、麦わら細工伝承館、そして

集会機能を併せた特殊な施設となるため、設計士に

より設計された内容の確認などについては、この専

門性の高いコンストラクションマネジャーの支援

が必要だと考えております。設計に当たりましては、

まちの声を聞きながら、設計士と市、そしてコンス

トラクションマネジャーにおいて協議、検討を行い、

品質、コスト、スケジュールをしっかり管理し、設

計を進めたいと考えています。本業務は、設計の期

間と合わせまして令和９年度も行いますので、債務

負担として７９９万７，０００円を上げております。 

 歳出は以上となります。 

 次に、歳入をご説明いたします。歳入、４１ペー

ジをご覧ください。一番下の囲み、地域未来交付金、

こちらでは歳出でご説明いたしました城崎ブラン

ド力向上事業分の３２５万円が含まれております。 

 次に、６３ページをご覧ください。上から６段目、

地域振興基金繰入金になります。こちらには城崎ブ

ランド力向上事業費分の３００万円が含まれてお

ります。 

 次に、７７ページをご覧ください。上から２段目

になります。観光施設整備事業債、城崎温泉交流セ

ンター３，１３０万円ですが、歳出でご説明いたし

ましたさとの湯の実施設計分になります。 

 次に、７９ページをご覧ください。一番下の過疎

対策事業債、こちらには歳出でご説明いたしました

城崎振興局プロジェクト事業の夢花火支援、麦わら

細工事業と、あと城崎文芸館の指定管理料を合わせ

た６５０万円が含まれてございます。 

 次に、債務負担をご説明いたします。９ページご

覧ください。最下段になりますが、城崎温泉交流セ

ンター整備事業費７，２４５万７，０００円ですが、

こちらにはさとの湯の実施設計分を６，４４６万円、

設計のマネジメント業務７９９万７，０００円が含

まれております。 

 最後に、地方債をご説明いたします。１１ページ

をご覧ください。２行目になりますが、観光施設整

備事業費の城崎温泉交流センター３，１３０万円、

こちらはさとの湯の実施設計分になります。 

 次のページの１２ページですが、一番下、過疎対

策事業債、こちらでは歳入でご説明いたしました振

興局プロジェクト事業費と城崎文芸館の指定管理

料を合わせた６５０万円が含まれております。 

 説明は以上となります。 

○分科会長（森垣 康平） 次、城崎温泉課、山田課

長、お願いします。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） ２２１ページをご覧

ください。私からご説明させていただきますのは、

ページ中ほどより少し下の城崎町湯島財産区特別

会計繰出金でございます。３，０００万円を計上さ

せていただいております。これは、泉源の管理等を

行うものとして繰り出すものでございます。以上で
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す。 

○分科会長（森垣 康平） 続きまして、竹野振興局

地域振興課森口参事、お願いします。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 歳出か

ら説明いたします。１１３ページをご覧ください。

説明欄、上の枠の上から９行目、竹野振興局プロジ

ェクト事業費です。振興局管内の市道、水路などの

修繕料４９８万２，０００円。その下、竹野地域空

き家対策事業としまして委託料４８５万円、これは、

移住者の空き家利活用を進めるため、集落支援員を

配置し、空き家と外国人を含めた移住に関する課題

解決のための委託料です。その下、補助金として、

竹野の知名度向上及び地域経済活性化のため行わ

れ、例年多くの観光客でにぎわうたけの海上花火大

会事業へ４００万円。竹野駅から竹野浜間を対象地

域として、家屋の外壁に焼き杉板を使用することに

対して、材料費の３分の１、上限２０万円を補助す

る竹野焼杉板景観保全事業へ６０万円、地域内での

子育て支援、福祉事業などへの取組に対する豊岡市

女性団体活動費として１５万円をそれぞれ計上し

ております。 

 次に、１２７ページをご覧ください。説明欄、上

から３行目、専門職大学連携推進事業費のうち竹野

振興局分として、事業委託料など１９６万４，００

０円を計上しております。これは、竹野魅力再発見

事業で専門職大学と連携し、竹野地域全域で夏と海

以外の地域の魅力を調査検討し、その魅力が体験で

きるツアーを実施し、関係人口の増加を図るもので

す。 

 次に、２１３ページをご覧ください。説明欄、一

番下の枠、下から７行目、竹野ふるさと生きがいセ

ンター管理費です。椒地域にありますふるさと生き

がいセンターの管理経費として５４万４，０００円

を計上しております。 

 次に、２２９ページをご覧ください。説明欄、上

から１６行目、竹野北前館管理費です。主なものと

しまして、指定管理料の９６７万１，０００円、そ

のほか定期検査業務などの委託料を計上しており

ます。 

 続いて、その下、竹野川湊館管理費です。主なも

のとしまして、指定管理料の３３３万８，０００円、

収蔵品の防虫処理業務、駐車場用地の土地借上料な

どを計上しております。 

 次に、２３１ページをご覧ください。説明欄、上

から３行目、観光施設管理費のうち竹野振興局分と

して、１０行下、整備工事費１，１００万円を計上

しております。これは、竹野浜海水浴場の中央トイ

レの洋式化などの工事費です。また、竹野浜のほか

弁天浜、切浜、浜須井区に設置しております観光ト

イレ９か所の光熱水費１７１万６，０００円のほか、

施設の修繕料などを合わせて１７９万４，０００円

を計上しております。 

 続きまして、同じページの中ほど辺り、竹野観光

施設管理費です。主なものとしまして、竹野浜美化

業務委託料１００万円を計上しております。また、

竹野子ども体験村、弁天浜野営場などの観光施設の

管理に係る経費を計上しております。 

 次に、歳入についてご説明いたします。２９ペー

ジをご覧ください。説明欄の下から３つ目の枠、農

業使用料の竹野ふるさと生きがいセンター使用料

５８万４，０００円は、椒にあります豊岡市立椒地

域ふるさと生きがいセンターの使用料を計上して

おります。 

 次に、４１ページをご覧ください。説明欄の一番

下の枠、地域未来交付金の地域未来推進型のうち８

０万円が竹野振興局分で、竹野魅力再発見事業分と

なります。 

 次に、６３ページをご覧ください。基金繰入金、

説明欄、上から３つ目の枠、仲田光成記念基金繰入

金３５万５，０００円は、竹野川湊館に展示、保管

する仲田作品の維持管理のための費用の一部を基

金から繰り入れるものです。 

 次に、７１ページをご覧ください。説明欄、上か

ら１６行目、弁天浜野営場の２６万円は、弁天浜野

営場におけるキャンプ場開設期間の上下水道料と

電気代使用料を光熱水費等使用者負担金として計

上しております。 

 次に、７７ページを、説明欄、上から２つ目の枠、
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上から３行目、観光施設整備事業債の竹野観光トイ

レ１，１００万円は、歳出で説明いたしました観光

トイレ改修工事に充当する地方債です。 

 次に、７９ページをご覧ください。説明欄の一番

下、過疎対策事業債のうち竹野振興局分では、竹野

振興局プロジェクト事業費、北前館管理費、川湊館

管理費を対象として１，７５０万円を計上しており

ます。 

 最後に、地方債についてご説明いたします。 

 上から３行目、観光施設整備事業費のうち、竹野

観光トイレ１，１００万円が竹野振興局分です。歳

出で説明いたしました観光トイレ改修工事に係る

地方債です。 

 次に、１２ページをご覧ください。一番下の行、

過疎対策事業債は、歳入で説明したとおりです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 続きまして、日高振興局

地域振興課、徳味参事、お願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） それで

は、日高振興局の令和８年度予算の説明をいたしま

す。 

 歳出についていたします。まず、１１３ページを

ご覧ください。説明欄、２つ目のくくりの最下段、

日高振興局プロジェクト事業費６２８万６，０００

円について主なものを説明します。報償金の８万円

ですけれども、日高東中学と日高西中学で開催を予

定しております日高地域の先輩に学ぶ授業の講師

謝礼です。それから、少し下の最下段、修繕料６０

４万８，０００円は、道路水路等区内環境改善事業

で地域の緊急的な要望等に対応するための予算で

す。例年の４００万円に今年度は２００万円の地域

解決型予算をいただいて対応の強化を図ります。 

 続いて、１１９ページをご覧ください。説明欄１

つ目のくくりの下から２段目、電源立地地域対策交

付金事業費について、例年と同額の４６０万円を計

上しております。これは、発電用施設周辺の地域を

中心に、道路や水路補修工事等を行うもので、電源

立地地域対策事業費交付金４４０万円を財源とし

ております。２０２６年度は、日高町名色地内の道

路冠水対策工事として、排水路の敷設等を予定して

おります。 

 続きまして、１２９ページをご覧ください。説明

欄最下段の道の駅「神鍋高原」事業費の８００万円

です。夏に道の駅「神鍋高原」改修工事を終えます

が、この道の駅にアドバイザーを派遣して、地元産

品を利用した商品開発や神鍋の自然を活用した体

験プログラムの開発など、ソフト面の充実を支援し

ます。また、地域住民や関係団体等と連携、協力し

ながら、道の駅だけでなく地域の活性化業務に取り

組む集落支援員を派遣することとしております。 

 続きまして、２２７ページをご覧ください。説明

欄中ほどの日高夏まつり事業費について、こちらも

例年と同じく１００万円の補助金を計上しており

ます。 

 続きまして、３０５ページをご覧ください。説明

欄、１つ目のくくりの最下段、植村直己冒険館管理

費です。植村直己冒険館の維持管理運営事業費とし

て５，７６５万４，０００円を計上しております。 

 続きまして、３０７ページをご覧ください。説明

欄中段、植村直己冒険賞事業費として、植村直己冒

険賞関連経費６５５万４，０００円を計上しており

ます。 

 また、同じく最下段、植村直己顕彰事業費６７６

万円についてですけれども、今年度は１０月に日本

冒険フォーラムの開催を予定しておりまして、関連

経費を計上しております。 

 そのほかにつきましては、昨年度と大きな変更は

ございません。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入について説明をいたします。４

５ページをご覧ください。説明欄最下段の県補助金

の１つ目にあります電源立地地域対策事業費交付

金４４０万円については、先ほど歳出で説明をしま

した電源立地地域対策交付金事業費の財源として

おります。 

 次に、６３ページをご覧ください。説明欄、１つ

目のくくりの下から２つ目、植村直己顕彰基金繰入

金２６０万５，０００円、これにつきましては、歳
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出で説明をしました日本冒険フォーラムの事業費

に充当する基金繰入金です。 

 歳出は以上です。 

 日高振興局の説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 続きまして、出石振興局地域振興課、山本参事。

お願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（山本 隆之） それで

は、出石振興局分の主な事業に係る予算について説

明をさせていただきます。それぞれ説明欄をご覧い

ただきますよう、お願いをいたします。 

 初めに、歳出についてご説明をさせていただきま

す。１１５ページをご覧ください。１枠目の下から

８行目、出石振興局プロジェクト事業費です。事業

費といたしましては８９６万１，０００円を計上し

ております。今回、プロジェクト事業費の中で３つ

の既存事業と１つの新規事業に係る予算を計上さ

せていただいております。既存事業で１つ目は、地

域の要望に対応する道路、水路等の区内環境整備事

業で、修繕料５３６万円がこれに当たります。総括

説明で市長が申し上げたとおり、昨年度より２００

万円の増となっております。２つ目は、出石お城ま

つり事業費に係る補助金で、昨年度と同額の２５０

万円を計上しております。３つ目は、出石城跡の石

垣の除草事業としまして、手数料１０３万３，００

０円のうち４０万７，０００円を計上しております。

これは、出石城石垣に雑草が繁茂し、景観上も石垣

保全上も好ましくないため、出石城石垣のうち除去

の必要性が高く、高所で専門業者による作業が必要

な部分の除草を業者に依頼しようとするものです。 

 新規事業としましては、出石永楽館の商標登録費

用として、手数料１０３万３，０００円のうち６２

万６，０００円を計上しております。ご承知のよう

に、出石永楽館は映画「国宝」ロケ地として多くの

メディア等に取り上げられ、知名度が大きく向上し

ました。このため、悪意のある第三者からの永楽館

ブランドの保全と価値向上を目的として、永楽館の

文字と丸に永の字に書きます座紋ですね、こちらの

２点について商標登録を行うものです。なお、取得

後の有効期限は１０年間となります。出石振興局プ

ロジェクト事業費は以上となります。 

 続きまして、１３１ページをご覧ください。下か

ら１２行目にあります地域おこし協力隊推進事業

費です。出石振興局分につきましては、下から３行

目にあります業務委託料で、出石焼の技術習得とい

う分での継続の方、２名の活動費としまして１，０

９６万６，０００円が含まれております。 

 なお、新規の方については、地域づくり課のほう

で予算算定されておりますけども、杞柳細工の継承

をミッションとする隊員１名分が予定をされてお

りまして、その分も全体の業務委託料に含まれてお

ります。 

 続きまして、２３１ページをご覧ください。下か

ら７行目、出石観光施設管理費で１２７万１，００

０円を計上しております。このうち新規のものとし

ましては、解体工事費の７７０万円で、これは出石

町袴狭地内にあります白糸の滝広場の老朽化した

トイレを撤去する経費として計上しております。 

 続きまして、２５３ページをご覧ください。上の

囲みの１枠目の中ほど、出石駐車場管理費で５４２

万８，０００円を計上しております。市営出石庁舎

南側駐車場の管理運営に係る委託料や、繁忙期の交

通誘導警備業務等に係る経費でございます。人件費

の増加及び、来年度は暦の並びで繁忙期に連休があ

ることから警備員配置の日数を増やす必要がある

ことから、今年度予算からは４９万３，０００円の

増額になっております。 

 続きまして、２９７ページをご覧ください。１枠

目の上から３行目の永楽館管理費です。６０８万９，

０００円を計上しております。その下の運営委託料

は、毎年の指定管理料です。今年度は、出石永楽館

の舞台設備のうちバトンやワイヤ等つり物と、その

昇降を制御する電装品等、施設の安全性に関わる設

備更新があったことから、今年度予算からは２，８

３１万９，０００円の減額になっております。 

 続きまして、３０９ページをご覧ください。真ん

中の枠の中ほど、資料館管理費です。６０９万円を

計上しております。今年度まで出石旧福冨家住宅、
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出石明治館、出石家老屋敷及び加藤弘之生家記念館

の４施設についてそれぞれ事業立てにしておりま

したが、資料館管理費としてまとめております。こ

のうち新規のものとしましては整備工事費の９４

万４，０００円で、これは出石家老屋敷内に常設の

エアコンがないことから、暑熱対策としてエアコン

１台を設置する経費として計上しております。 

 歳出につきましては以上です。 

 続きまして、歳入です。３１ページをご覧くださ

い。上の囲みの上から３枠目の４行目、駐車場使用

料です。出石振興局分につきましては、出石庁舎南

側駐車場５５０万２，０００円を計上しております。 

 続きまして、７３ページをご覧ください。たくさ

んの項目が並んでおり見にくいんですけども、下か

ら６行目、指定管理者納付金１９０万円のうち１８

０万円が出石地域市営駐車場分で、西の丸と鉄砲町

駐車場の指定管理者から納めていただくものでご

ざいます。 

 出石振興局からの説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 続きまして、但東振興局地域振興課、木下参事、

お願いいたします。 

○但東振興局地域振興課参事（木下 喜晴） 主な歳

出から説明させていただきます。１１５ページ、最

下段から但東振興局プロジェクト事業費を記載し

ておりますが、１１７ページの２行目、修繕費５４

０万２，０００円につきましては、道路水路等区内

環境整備事業費で例年よりも２００万円増額いた

しました５２３万６，０００円と、但東地域にあり

ます移住促進住宅の軽微な修繕料に係る費用とい

うことで計上しております。 

 その３行下、業務委託料といたしまして６７４万

円のうち５００万円が集落支援員の設置に係りま

す費用でございまして、但東の人口減少対策ですと

か、空き家対策、移住定住対策など、但東地域の課

題解決に向けたまちづくりを進めるために集落支

援員の設置をしておりまして、この委託料として計

上しているものでございます。 

 その２行下、補助金で但東未来づくり事業補助金

５０万円を計上しております。これは、２０２６年

度から新規に取り組む補助金でございまして、市民

が但東地域の課題を自分事として考え、但東地域の

未来を自らつくり上げるためのきっかけづくりと

するために、但東地域において地域の市民団体が行

う事業経費を補助して、但東地域の未来につながる

新たなチャレンジやまちの魅力にさらに磨きをか

けるための市民活動を支援することを目的とした

補助金としております。関係人口の増加に寄与する

事業ですとか、定住人口増加に寄与するような事業、

また、但東地域の市民によりまして設置されており

ます但東未来会議で策定されております但東未来

プランを実践するための事業に対しまして、上限１

０万円を５団体に補助しようということで設置し

た新しい補助金になります。 

 続きまして、１３１ページをご覧ください。９行

目になります。地方創生推進事業費の但東振興局プ

ロジェクト事業で、業務委託料といたしまして２９

９万８，０００円を計上しております。これは、豊

岡演劇祭に合わせて但東地域で開催されます但東

さいさい運営の事業費になります。 

 続きまして、２１３ページ、農林水産業費の一番

下の枠、但東そば乾燥貯蔵施設管理費の運営委託料

です。こちらは、指定管理料といたしまして３１万

５，０００円を計上しております。但東そば乾燥貯

蔵施設に係る指定管理につきましては、２０２６年

４月から５年間の新たな指定管理期間が始まるも

のでございます。 

 続きまして、２２９ページ、下から９行目になり

ます。但東シルク温泉やまびこ管理費です。地域振

興の拠点施設でありますシルク温泉やまびこの長

寿命化工事に係る費用といたしまして、設計監理に

１，２００万円、４行下になります整備工事に１億

２，１５０万円を計上しております。２０２６年度

の工事では、シルク温泉やまびこの温泉施設に係る

工事を予定しております。 

 ４行上になります。業務委託料３１６万３，００

０円のうち、シルク温泉やまびこあり方検討業務と

して３００万円を計上しております。施設の老朽化
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が進む中、シルク温泉やまびこを今後どう生かして

いくのか、施設の資産価値をはかり、今後の施設の

あるべき姿を検討しようとするものでございます。 

 続きまして、２３３ページをご覧ください。上か

ら８行目になります補助金で、たんとうチューリッ

プまつり開催事業費の補助金といたしまして２０

０万円を計上しております。額については、例年と

同額となっております。 

 歳出については以上でございます。 

 続きまして、歳入についてご説明させていただき

ます。３１ページをご覧ください。説明欄の４枠目、

住宅使用料の中の移住促進住宅使用料２６８万８，

０００円です。これにつきましては、市営中山向町

住宅と赤野住宅８棟の住宅使用料となっておりま

す。 

 続きまして、４１ページをお願いします。一番下

の枠、地域未来交付金の地域未来推進型のうち但東

さいさい運営事業に係る分といたしまして、その事

業費の２９９万８，０００円の２分の１に当たりま

す１４９万９，０００円が該当分となっております。 

 ７７ページをお開きください。説明欄の２枠目の

商工債の一番下、但東シルク温泉やまびこの長寿命

化工事に係る観光施設整備事業債といたしまして

１億３，３５０万円を計上しております。 

 続きまして、地方債になります。１１ページ、上

から４行目になります。観光施設整備事業費に、先

ほどもありました但東シルク温泉やまびこの長寿

命化工事にかかる分で１億３，３５０万円を計上し

ております。長寿命化の工事と設計監理に係る地方

債の限度額ということで記載をしております。 

 続きまして、１２ページ目、一番下、過疎対策事

業債６，０７０万円のうち２００万円が但東チュー

リップまつり開催事業費の補助金へ充当されてお

るものでございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 各振興局にお尋ねいたします。 

 環境整備のほうです。一般質問でもさせていただ

いたんですけども、時間がなかって、各振興局のほ

うから答弁はいただけてなかったんで、ここでちょ

っといろいろと教えていただければと思います。 

 人口割、市道の延長割でそれぞれあって、それぞ

れ同額で２００万円ずつ増えたんですけど、それで

今年度いけるかどうか、いろんな要望が道路でもそ

のほかにもあると思うんですけど、その辺をまず教

えていただきたいと思います。 

○分科会長（森垣 康平） ちょっと暫時休憩します。 

午前１０時３４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３４分再開 

○分科会長（森垣 康平） 会議を再開します。 

 それでは、まず、城崎振興局からよろしくお願い

します。 

 振興局長、よろしくお願いします。 

○城崎振興局長（冨岡  隆） 従来も、このもとも

とあった予算につきましては、各地域で道路の延長

が違いますので、そういったこともありまして、城

崎は多分、振興局では一番低い２７０万ぐらいな…

…（「２７７万円」と呼ぶ者あり）はい、いただい

ておりました。 

 具体的な使い道としましては、地区から要望が出

てきたものは、一度関係するものは全て建設課とか

農林課のほう吟味していただいて、その回答が１１

月ぐらいに出てきますので、それを見て、ちょっと

本庁では時間かかるんだけど、振興局としてはやっ

ぱり地域の声聞いて急ぎたいよねということで、そ

の予算の中でできるものについて優先順位をつけ

て対応しているというのが現状でございました。 

 今回、２００万円増えるんですけど、それで全て

地域要望がかなえられるかというと、なかなか難し

いと思うんですけれども、工事に限らず、例えば地

域の皆さんが非役でやっていくので、重機とかをレ

ンタルしてもらえないかというようなことについ

ても少し対応ができるようなことを考えておりま

すので、市が応援できるところと地域の皆さんが頑

張るところを合体させながら、少しでも行政のスピ
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ードではなくて地域の皆さんのスピードで現場が

解消できるように、そんな使い方をしていきたいな

というふうに城崎では考えております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 続きまして、竹野振興局。 

○竹野振興局長（吉村 容子） すみません、今、城

崎のほうでおっしゃったように、これまでの使い方

というのは同じようなことでして、今後なんですけ

れども、これまでは修繕だけだったのが使い方が広

がるということですが、あくまでもハードという使

い道になっていますので、地元のほうから緊急性の

高いものを、そうですね、例えばですけども、草刈

りやそういったあたりの公園ですとか、地域でこれ

まで管理してもらっているような部分についても、

高齢化などで手が回らなくなっているようなとこ

ろもあると思いますので、そういったところを優先

順位をつけて対応していけたらなと思っています。

以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 続きまして、日高振興局、

柳沢局長。 

○日高振興局長（柳沢 和男） 重複するところもあ

りますけれども、基本的に道路、水路等の修繕につ

きましては、建設課等の所管のところがまずやって

いただくというのが本筋だというふうに思ってお

ります。とはいいながら、なかなかいろんなご事情

であったり、急がなければいけないというふうな状

況がありますので、そういったものについて振興局

のこの予算を使って対応させていただいていると

いうところです。 

 本日ちょっとお休みをいただいておりますけど

も、技術の参事がおりますので、建設課のほうとい

ろんなコンタクトを取って、本庁でできるのかどう

かといったようなところを目合わせしながら配分

をしてるというのが現状でございます。 

 今年から２００万増額になったとはいいながら、

全ての要望がこれでかなえられるわけではないと

いうふうに思っておりますので、緊急性の高いもの

等を中心に、優先的にやっていくというようなこと

にならざるを得ないというふうに思っております。 

 年度初めで全ての予算を消化するというわけに

はいきませんので、そういった状況を建設課と本庁

の関係課と調整をしながら執行していきたいとい

うふうに思っております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 出石振興局、木之瀬局長、

お願いします。 

○出石振興局長（木之瀬晋弥） 出石振興局も同様で

ございます。まず、第１といたしまして、道路、水

路等の要望につきまして、従前どおり対応させてい

ただくというのを一番といたします。続きまして、

来年度から一部公園にも対象が拡大ということに

なっております。出石地域、やはり観光地というこ

とで、市が持ってる都市公園等もございますので、

その辺りについても対応を検討してまいりたいと

いうところと、あと、作業等の役務費、材料費にも

拡大ということもございます。最近、地域からの要

望の中で、やはり地域で高齢化が進んで、人数も少

なくなったということで、草刈りについて要望が上

がってきているようなところもございますので、そ

の辺りにつきましても対応を検討してまいりたい

と思っております。以上でございます。 

○分科会長（森垣 康平） 続きまして、但東振興局

長、井上局長、よろしくお願いします。 

○但東振興局長（井上 靖彦） ほかの振興局と考え

方は同じです。これまでちょっと使い勝手が悪かっ

た、例えば危険木の伐採とか、そういったことに使

えるようになるというようなことの整理が行われ

ておりますので、そういった意味では非常に使い勝

手がよくなるかなと思ってます。本庁の建設課等々、

連携をしながら当たっていきたいと思っておりま

す。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろとありがとうござい

ました。 

 今まで道路、水路のハード面だけとかいう話だっ

たんですけど、今お聞きすると、答弁でもあったん

ですけど、草刈りとか、そんなんも柔軟に対応する

ということでありますんで、それぞれ地域の方は非

常に喜んでおられるのが実際でありますんで、地域

のいろんな声に耳を傾けていただいて、そういう要
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望に応えていただくよう、これからも頑張っていた

だきたいと思います。材料費とか役務費、そういう

のも使えるということでありますんで、柔軟に対応

できると思いますんで、本当に先ほど言いましたよ

うに、地域の要望に柔軟に対応できると思いますん

で、ぜひよろしくお願いしときます。 

 委員長、よろしいですか。 

○分科会長（森垣 康平） はい。 

○委員（西田  真） 続けて、温泉課のほうですけ

ど、この泉源管理費３，０００万円充当されておる

んですけど、毎年３，０００万なんですけど、これ、

減ることも増えることもないんですけど、ずっと３，

０００万ですけど、この３，０００万円の使い道と

いいますんか、これで足っとるのか、多いのか、そ

の辺を含めてちょっと答弁をお願いします。 

○分科会長（森垣 康平） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 金額については長年、

合併後そのまま定額ということで来ております。 

 それから、足りているか足りてないかということ

もあったと思うんですけども、予算規模でいきます

と、大体例年四、五億ぐらい、４億から５億、６億

手前ぐらいで推移しておりますので、予算規模とし

ては、その中で３，０００万ということですけれど

も、泉源の管理という意味でいったら、少し足らな

いかなというぐらいですけれども、十分といいます

か、いただいているのかなと私が言ってもいいのか

どうか分かりませんけれども、予算規模に対しては

５億ぐらいのところを３，０００万というような規

模感です。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） はい。 

○委員（西田  真） ずっと３，０００万円ですん

で、私が入ったときから、もう１３年ほど前から３，

０００万円でずっと来とるんで、それが足っとるの

か足ってないのか、初めてちょっと今聞かせていた

だいたんですけど、足らなかったらもうちょっと予

算要求もされるべきだと思いますし、これはもう定

額で３，０００万円で決まり切った案件なんでしょ

うか、どうでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 山田課長、お願いします。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 私のほうで伺ってお

りますのが、当時の合併協議で定められた金額とい

うふうに聞いておりまして、増やしてほしいという

ような要求もしないものであろうというふうには

考えております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 柔軟に対応すべきだと思いま

すんで、もうこれ、定額で決まり切ったんじゃなし

に、その辺は、５億円ぐらい使われるんですからね、

その辺で柔軟に予算要求もしたりして、また話をさ

れるべきだと思いますけど、いやいや、もう３，０

００万でうちはよろしいわというような感じなの

か、その辺も含めてちょっと答弁お願いします。 

○分科会長（森垣 康平） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） まず、入湯税、豊岡

市の一般会計で予算額としては９，０００万、今年

度も組まれております。そのうちの３，０００万と

いうふうな理論上の話でございますけれども、そう

ですね、ただ、入湯税にも使途がありまして、泉源

の管理ですとか観光振興、消防とかいろいろありま

すけれども、そういったところでの使途に充てるべ

きものであるということと、あと、先ほど言いまし

た４億から５億という予算規模の中に人件費が１

億以上入ってたりとかいうことで、泉源の管理以外

の部分という歳出の予算だけということもたくさ

んありますので、３，０００万円という規模がどう

かという評価を私がする立場にはないんですけれ

ども、合併協議で決まったことということで、下げ

ることもなく、これまで頂いてきているというよう

な現状でございまして、私のほうから以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） もうこれ以上は深く言いませ

ん。 

 そしたら、もう１点、花火の補助があるんですけ

ど、地元も含めて、観光客も含めて、その辺の反応

といいますか、その辺を教えていただければ。そし

て、この金額でいけとるのか、足らないのか、もう

ちょっと要るとか、そういうことも含めて、お願い

したいと思います。これによって、観光客が増える
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ことも一つの要素だと思いますけど、その辺も含め

て答弁いただければと思います。 

○分科会長（森垣 康平） それでは、まず、花火と

しては、城崎の話を。橋本参事、よろしくお願いし

ます。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 花火の

補助金いうの、５００万円ということで頂いており

ます。今年度は、ふるさと納税ということで、財源

のほうをちょっと募集かけたり、来年度は企業版ふ

るさと納税ということで、地域と共に財源の確保を

一緒に頑張っていこうということで進めておりま

す。この５００万円という金額なんですが、大体、

事業規模としましては１，０００万円ちょっととい

うことで、シーズン中全体の予算、必要となってき

ますが、やはり中身としましては、花火の打ち上げ

代と、あとは、警備費になっております。人件費の

高騰という分で、警備費も上がってきておりますし、

あと、花火のほうも値上がりということで、全体が

上がってくる中ではなかなか厳しく、花火の個数、

内容をちょっと調整したりとか、そういったことで

調整されてるということで、今行っておりますが、

厳しいというお声はお聞きはさせていただいてお

ります。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） これ、竹野とかもですね。 

○委員（西田  真） はい。 

○分科会長（森垣 康平） 竹野振興局の森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野で

は４００万円の補助をいただいております。足りて

るか、足りてないかというところなんですけども、

今年度ですね、２０２５年度から財源確保のために、

特別観覧席だとか、有料駐車場を設けまして、そち

らのほうで財源を確保していただいていると。先ほ

ど城崎のほうでもありましたけども、火薬代だとか、

警備のほうの人件費、経費ですね、その辺りが上が

ってるということもありまして、花火大会としては、

規模的には同じぐらいにしたいんですけども、少し

経費がかかってきてるということもありまして、財

源確保のほうに、地域と一緒になってやっていると

いうようなところでございます。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ありがとうございます。 

○委員（西田  真） 委員長。 

○分科会長（森垣 康平） まだ、日高も。 

○委員（西田  真） ああ、そうです。 

○分科会長（森垣 康平） 日高の夏祭り。 

○委員（西田  真） そうそうそう、ごめんなさい。 

○分科会長（森垣 康平） 徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 日高の

場合は、７月の最終週の日曜日に夏祭りということ

で、駅前でやっておりまして、その際に１００万円

の補助ということでさせていただいてます。例年、

実行委員会のほうで工夫をしておられまして、１０

０万円の補助ということで何とか回しておられる

と。あわせて、市だけではなくて、地元地区の協賛

団体のほうからそういった協賛金というふうなこ

とも集められて、回していっていただいてるのかな

というふうには思います。現時点で具体的に補助の

増額等々の要望があるわけではないんですけれど

も、常にその実行委員会を通して、皆さんのご意見

に耳を傾けながら、いろいろと考えてまいりたいと

いうふうには思っております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） それぞれ、予算的にも厳しい

面もあるとは思いますけど、こういう花火を一つの

契機として集客をしていただければと思いますし、

それも一つだと思いますんで、ぜひ観光客の方の集

客の一つとして、契機として頑張っていただきたい

と思いますので、よろしくお願いしときます。 

 委員長、以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ございません

でしょうか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 私のほうから２点お聞きした

いです。 

 まず１点目は、集落支援員についてです。道の駅

と但東のほうで、今回、集落支援員を入れるという

ような予算があります。集落支援員ということで、

地域おこし協力隊と、少しどういった使い方の違い

があるのかなという点が気になるのと、あと、協力
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隊であれば３年という任期があるんですけども、そ

の辺で、任期の設定というのをどのように定められ

てるのかということがお聞きしたいです。まず、そ

のことをお聞きしたいです。 

○分科会長（森垣 康平） 日高振興局、徳味参事、

お願いします。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） 日高の

ほうでも、来年度から初めて、道の駅を拠点という

ふうな形ではあるんですけれども、集落支援員を導

入させていただくということになります。地域おこ

し協力隊との端的な違いといいますと、受入れ団体

ということで、地域おこし協力隊、これまで日高振

興公社であるとか、道の駅であるとかというふうな

形でしておったんですけれども、今回のこの集落支

援員というのは、あくまでも拠点が道の駅というこ

とでありまして、もう地域全体の課題といったもの

に対して対処をしていただくという、より広い目線

で地域の問題に対処していただくというふうなこ

とを目的としております。その辺りが一番大きな違

いなのかなというふうに思います。 

 任期なんですけれども、これも、地域おこし協力

隊と、これは似通っておりまして、大体３年ぐらい

の任期ということで想定はしておるんですけれど

も、その後につきましては、やはり活動の内容、実

績等々に応じて、検討してまいると。やはり先ほど

申し上げましたように、地域全体の課題解決という

大きなテーマに取り組んでいただくということに

もなりますので、その辺りとの兼ね合いも考えなが

ら、整理していきたいなというふうには思っており

ます。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 但東振興局の木下参事、

よろしくお願いします。 

○但東振興局地域振興課参事（木下 喜晴） 集落支

援員につきましては、但東地域では、２０２５年、

今年から入っていただいております。地域おこし協

力隊との違いというのが、一番大きいところは、地

域おこし協力隊は、受入先がありというとこなので

すが、但東では受入先は、特に設けずに、地域の方

と行政とのつなぎ役として、広く活動していただい

ておるところでございます。 

 任期につきましては、この集落支援員を導入させ

ていただくときに、一つのめどとして３年という形

で導入させていただいて、３年たった時点で、効果

を検証させていただいて、そのまた引き続きになる

のかというようなとこの判断をさせていただくと

いうことで、この事業を始めさせていただいておる

ところでございます。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） それぞれ少しずつ、同じ名前

の集落支援員ですけども、役割が違うのかなという

ふうに思います。道の駅の場合は、同じ施設内に観

光協会もあるというところで、地域活性化というか、

そのことに向けて動いていくという場合は、少し観

光協会との連携というのもしっかり考えていかな

いといけないかなと思うんですけど、その点につい

てはいかがでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 徳味参事。 

○日高振興局地域振興課参事（徳味 卓示） ご指摘

のとおり、観光協会、たまたま事務所が同じ道の駅

の中にあるんで、近いといえば近いんですけれども、

これまでも実は活動をしやすい場所、位置関係では

あったんですけれども、どうしても地域おこしとい

うことになりますと、道の駅がやはりメインになっ

ていくというふうなことでありました。ですが、今

後はより、観光協会の運営といった部分にもより切

り込んでいくようなことを、実際にもうこちら、期

待をしておるところで、仕様の中にも入れさせてい

ただいているところであります。地域全体というこ

とをやはり大前提に考えていただいて、活動してい

ただきたい。観光協会の機能というものも一部担っ

ていただければというふうに期待しておるところ

です。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 以前、地域プロデューサーと

いう取組がありました。これは、協力隊の前でした

けども、その方々が自由に動かれて、うまく成果が

出てるとこと、そうでないところはあるんですけど

も、それでも地域の中に新しい形で入っていただい
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て、今までうまくつながってないとこをつないでい

ただくことを期待だけではなくて、しっかりと支え

ていく、応援をしていくという体制もしていただき

たいなというふうに思います。 

 ちょっと話を替えて、もう一つ質問なんですけど

も、今回、シルク温泉のほうの在り方検討というこ

とが入ってます。そういう意味では、北前館も在り

方検討をしていく中で、様々なことをしながら、今

年度も新年度予算はあるんですけども、なかなかそ

の糸口が見つかってないというのが現状かなと思

います。そういう意味では、在り方検討をしていく、

今回の但東の集落支援員さんのほうは、そういった

ところも中心に動かれるんだろうというふうには

思ってはいるんですけども、中だけでの意見ではう

まいこと糸口が見つからないという中で、それでも

在り方を考えていかなければならないということ

なんですけども、竹野のほうと但東のほう、但東は

今からということではあるんですけども、竹野のほ

うでの現状、新年度予算ではあるんですけども、引

き続きどのように、北前館のほう、対応していくの

かなということをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○分科会長（森垣 康平） 吉村局長。 

○竹野振興局長（吉村 容子） ２月にサウンディン

グということでさせてもらってまして、いろいろな

ご意見もいただいているところです。特に北前館に

つきましては、長年、指定管理を受けております株

式会社北前館が負債を抱えているというような、そ

ういう状況が続いておりますので、長い時間をかけ

て検討するということにはいかないなというとこ

ろです。ちょっと今日この場でどうするということ

は申し上げられないんですけども、早急に、まずは、

庁内の関係部局で、去年、昨年度からもう協議をし

ておりますけれども、今回のサウンディング結果を

受けて、どうするかということをまた新年度に入り

次第、すぐに取り組んでいくような考えでございま

す。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 北前館に関しては、本当に北

前船のネットワークにも入っていなかったり、名前

と実情というのが少し乖離しているなというふう

にも認識はしてます。また、そういう意味では、山

陰海岸ジオパークの中にあって、ジオパークの機能

というようなことがあってもいいのかなというふ

うにも思ったんですけども、なかなかそのジオパー

クの側からも少し北前館のほうのお話をいただい

ても、うんというようなお話もちらっとはお聞きし

ました。という意味では、北前館そのものの機能だ

けではなくて、竹野として観光客を呼び寄せるため

の一つの拠点としての考え方をまずまとめる必要

があるのかなと思うんですけども、その点について、

サウンディングをお聞きするときに、もう自由な発

想でということで、何かこちらの望みというか、思

いというところが少し何か定まってないまま話を

聞いてるのかなというふうに思うんです。特に質問

ということではないんですけども、改めて竹野とし

ての整理をしながら、しっかり取り組んでいただき

たいなというふうに思います。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ございません

か。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 少し休憩したいんですが、ちょっと走ります。次

のコウノトリ共生課で一回休憩入れますんで、ここ

までちょっとやらせてください。 

 次に、コウノトリ共生課、説明をお願いします。 

 コウノトリ共生課、宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 私からは、コ

ウノトリ共生課分の令和８年度豊岡市一般会計予

算について説明させていただきます。 

 まず、歳出です。別冊の豊岡市一般会計予算並び

に予算説明書の１０１ページをご覧ください。 

 下の枠ですが、環境政策推進費の人件費です。ま

ず、委員報酬の環境審議会委員についてですが、毎

年、環境報告書についてご審議いただいております

が、２０２６年度は、豊岡市環境基本条例に基づく

第２次環境基本計画の計画期間が２０２６年度を

もって終了するに当たります。新たに、その後、第

３次環境基本計画を策定するため、審議会をプラス



 20

して５回開催することとしておりまして、この分の

増額をしております。 

 また、その下、会計年度任用職員報酬ですが、２

人のうち１名分は、計画提案が採択された脱炭素先

行地域事業の事務補助に係る会計年度任用職員と

して増員しております。 

 その下、環境政策推進事業費です。先ほど説明し

ました第３次環境基本計画策定に関する事務費や、

次の１０３ページになりますが、一番上、太陽光発

電事業特別会計繰出金、これを計上しておりまして、

この繰出金の部分としましては、２０２３年度に山

宮地場ソーラーののり面復旧の際に災害復旧事業

債から借り受けました費用の元金と利子分を償還

するものとなっております。 

 次に、上から２つ目の事業、太陽光発電システム

導入補助事業費です。市全域を対象としました個人

向けの補助を、蓄電池も含み、１，１２０万円、そ

れから、事業者向けを３００万円、計１，４２０万

円を計上しております。 

 その下、木質バイオマス導入補助事業費です。ス

トーブ、まき、ペレットのストーブ、ボイラーの購

入費の補助１５件を見込みまして、３００万円を計

上しております。 

 次に、その下、脱炭素先行地域推進事業費になり

ます。第７回の脱炭素先行地域への公募で採択され

ました本市の計画提案を確実に推進し、２０３０年

度までの対象エリア内の民生部門電力に係る二酸

化炭素排出量の実質ゼロと、それから、地域観光の

再生、脱炭素産業の創出などを通じた地域活性化を

目指します。初年度となります２０２６年度は、ま

ず、市民や事業者を対象として脱炭素行動を牽引で

きる人材を育成します脱炭素アカデミー事業を引

き続き行い、先行地域事業を一緒に引っ張っていた

だく人材を育成していきます。運営業務委託料とし

て１００万円を計上しております。また、その下の

地盤調査業務になりますが、これは、小河江の太陽

光発電設備の整備に関しまして、地盤面の強度等を

調査するための費用として３，４０５万６，０００

円を計上しております。その下の負担金についてで

すが、総務省の地域活性化起業人制度を活用しまし

て、特に電力事業等に専門的な知識を持っておられ

る方を企業から派遣を願い、事業を確実に推進して

いこうというふうに考えておるものです。それから、

その下の補助金になります。２０２６年度の補助金

につきまして、主なものを説明させていただきます。

まず、太陽光発電システム設置費ですが、住宅用の

太陽光発電システム、それから、ソーラーカーポー

トも対象としましたもの、それから事業者用の太陽

光発電、蓄電池は住宅用、それから事業者用ともに

対象としまして、合計６，５５０万円を計上させて

いただいております。大体主な件数としましては、

住宅用１０件、ソーラーカーポート１０件、それか

ら、事業者用５件で、蓄電池は合わせて２５件ぐら

いを想定しております。それから、その１つ、２つ

目になりますけども、木質バイオマス機器の設置補

助金としましては、まきストーブ、まきボイラーを

対象としまして、合わせて１５件分、住宅用と事業

者用合わせて１５件分として、１，２００万円を計

上させていただいております。その他、高効率の空

調、給湯機などの省エネ設備の設置、また、ＥＶ充

電器の設置の補助金についても計上させていただ

いております。 

 次に、１０５ページをご覧ください。コウノトリ

文化会館管理費です。保守点検委託料にありますフ

ロン排出抑制法定期点検は、文化会館のエアコンは、

ガスヒートポンプエアコン、ＧＨＰというものを使

っておりまして、その機器につきましては、フロン

抑制法に基づいて、設置後６年、または、積算運転

時間が１万時間の早いほうでの点検を実施する必

要があります。現在のガスヒートポンプエアコンは、

２０２０年度に設置しておりますので、２０２６年

度に点検を実施をすることになっておりまして、そ

のための費用となります。 

 その下、コウノトリ野生復帰推進事業費です。そ

の中の下のほうになりますけども、補修工事費にあ

りますコウノトリ本舗ですが、これは、コウノトリ

本舗の中のエアコンが１台壊れておりまして、その

故障に伴い入れ替えるものの費用となっておりま
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す。 

 次に、１０７ページをご覧ください。上から３つ

目の事業、生物多様性推進事業費ですが、豊岡市生

物多様性地域戦略に基づき取組を進めるために、ノ

アの方舟のような希少種保護の取組ですとか、中筋

地域にあります自然共生サイトでの里地・里山保全、

また、外来種対策行動計画に基づいた外来種対策と

してのオオキンケイギクの駆除作業などを行って

いくことを考えておりまして、そのために必要な経

費などを計上しております。 

 次に、１３１ページをご覧ください。一番下の地

域おこし協力隊推進事業です。このうち、コウノト

リの舞う豊岡の豊かな自然と文化をつなぐレンジ

ャーなど２名分、１，０９６万６，０００円がコウ

ノトリ共生課分となります。 

 次に、歳入の説明をいたします。 

 ６１ページをご覧ください。３つ目の太枠になり

ますが、太陽光発電事業特別会計繰入金で３，３４

０万６，０００円を計上しております。これは、竹

貫地場ソーラーの用地買戻し費用に１，５００万円、

それから、防犯灯対策事業費に８５基分、１０２万

円、それから、環境政策推進事業に１８万６，００

０円、これは審議会報酬分ですね、それから、太陽

光発電システム設置補助金に１，４２０万円、木質

バイオマス機器導入補助に３００万円を充当する

ものであります。 

 続きまして、６３ページをお願いします。一番上

の太枠、上から２つ目になりますが、コウノトリ基

金繰入金に１，９９３万円を計上しております。コ

ウノトリ共生課所管の野生復帰事業や生物多様性

推進事業などへの充当、それから、学校給食で提供

しておりますコウノトリ育むお米の差額補填分な

どを合計したものを計上しております。 

 続きまして、その下の中ほど、地域振興基金繰入

金になります。脱炭素先行地域推進事業に３，５０

０万円、それから、コウノトリ文化館管理費に３，

２００万円など、そのうち７，３００万円がコウノ

トリ共生課分となります。 

 続きまして、７３ページをご覧ください。雑入に

なりますが、中ほど、上のほうに補助金・交付金と

あります。その上から３つ目、二酸化炭素排出抑制

対策事業費補助金です。これは、さきに説明しまし

た脱炭素先行地域事業の実施に係る補助金として、

国のほうから１億４，０２３万４，０００円を歳入

するものです。 

 その他の項目につきましては、金額に多少の増減

はありますが、前年度と同様ですので、説明は省略

させていただきます。 

 なお、債務負担行為及び地方債はございません。 

 コウノトリ共生課の説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 暫時休憩します。 

午前１１時０８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時１４分再開 

○分科会長（森垣 康平） すみません、それでは、

会議を再開いたします。 

 先ほどのコウノトリ共生課に関して、質疑はあり

ませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か確認をさせてください。 

 まず、小河江の地盤調査の件ですけど、３，４０

０万円の計上ですけど、小河江のこれからのことも

含めて、ちょっとお聞かせいただければと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 暫時休憩します。 

午前１１時１４分休憩 

──────────────────── 

午前１１時１５分再開 

○分科会長（森垣 康平） ちょっと会議を再開しま

す。 

 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 小河江の地盤

調査についてですが、新年度、地盤調査を行いまし

て、地耐力等を調べて、どういった規模の太陽光が

載るのか、規模は、一応、計画提案の中では想定し

てるんですけども、それを確実にし、それから、そ

れに対します総工費ですね、そういったものが決ま

りますと、今回、小河江に設置します太陽光発電設
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備につきましては、ＰＰＡ事業を想定しております

ので、そういった総工費が分かりますと、そこから

送られてくる電気代等が分かってきますので、そう

いった電気代等を精査して、計画を立てまして、そ

の後、翌年度以降、２０２７年度以降、実施設計、

それから設置という形になっていこうかと、今、ス

ケジュールを想定しております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 設置完了は２０２８年度、そ

れぐらいの予定で進められるということでよろし

いでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 現計画提案の

中では、２０２８年の設置ということで進めており

ます。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解です。よろしくお願いし

たいと思います。 

 あと、太陽光の補助金の件ですけど、住宅用１０

件とか、ソーラーの分が１０件、もうちょっと詳し

く教えてください。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 脱炭素先行地

域事業のほうのということでよろしいですか。 

○委員（西田  真） はい。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 脱炭素先行地

域事業のほうの太陽光発電システムの設置補助金

につきましては、自家消費型ということになってお

ります。自家消費型で太陽光の発電システムを設置

する場合、住宅用で補助率３分の２、補助上限が１

００万円で、想定件数を今のところ１０件というふ

うにしております。また、カーポートのほうにつき

ましては、補助率３分の２、補助上限額は１２０万

円、想定件数を１０件というふうに置いております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） この補助率３分の２というこ

とで、１０件ずつなんですけど、この件数は何かそ

れらしい手挙げとか、そんなん、何かありますか。

それで足りとるかどうかということですけどね。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 想定件数とし

ては、できるだけ早く入れるということが環境省の

ほうからも事業計画を進める上では求められてお

りますが、無理のない程度ということで、これまで

現地も歩かせていただいた中で、想定できる範囲の

件数というふうにしております。また、補助金の部

分としては、例えば蓄電池の部分を住宅用太陽光の

ほうに持っていくとかも可能だとは思いますので、

そういったことで対応していきたいというふうに

考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いしたいと

思いますけど、この予算で打ち切って、この間みた

いにぱっと、もう２日間ぐらいで終わってしまった

とか、そういうことがないように、よろしくお願い

したいと思いますけど、その辺、いかがでしょう。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） ご心配を分か

ります。５年間の計画で、想定しております件数と

して１００件以上の部分を想定しておりますので、

計画に沿って、しっかりと進めていきたいというふ

うに考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いします。 

 あと、フロン排出抑制の分が出とったんですけど、

ちょっと詳しく教えていただければと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 文化館のほう

のフロンの排出抑制につきましては、先ほど説明さ

せていただいたとおりなんですが、フロン抑制法と

いうものに基づきまして、設置後６年、または積算

運転時間が１万時間の早いほうで点検を求められ

ておりますので、今回、繰り返しになりますが、２

０２０年度に設置しておりますので、２０２６年と

いうことで、設置後６年ということのほうに早いほ

うに当たりましたので、今回、定期点検をさせてい

ただくというものであります。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 
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○委員（西田  真） これ以外にもたくさんあるん

ですんかね。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） ちょっと私の

ほうでは、ほかの施設は把握しておりませんが、文

化館、２０００年に設置されたときに、やっぱりコ

ージェネレーションみたいなことも含めて、そうい

った、当時、多分、最新的な設備を使っておると思

いますので、これまでガスヒートポンプということ

でのエアコンを使ってきたという経緯がありまし

て、今もガスヒートポンプエアコン、ＧＨＰという

ものを使っておるような次第です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） こういう基準にのっとってや

っとられるわけですけど、なかなか使い勝手が悪い

といいますんか、そういう基準があるんで、これ以

外で使うことは可能なんでしょうか。これしかない

ということでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） ガスヒートポ

ンプの部分では、私もよくは分かっておりませんの

で、これ以外で使えるかどうかというのは、何かあ

るのかがちょっと分からないところであります。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） また後日でいいんですんで、

分かったらちょっとまた教えてください。こういう

使い勝手が悪いのはちょっとあんまり、６年ごとと

いうことで、それはそれでええんかもしれませんけ

ど、ちょっと気になりましたんで質問させていただ

きました。 

 委員長、以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ありませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） まず、脱炭素アカデミーにつ

いて、引き続きの予算立てというようなお話だった

と思うんですけども、そういう意味では、この脱炭

素の取組はしっかりと皆さん認識を高めてもらう

ということが大事で、このアカデミーの位置づけっ

てすごく重要かなと思うんですけども、その辺で、

今現在やってる部分と、次年度に引き続きどういう

ところを変えていくのか、より多く、広く広げてい

くというような取組が何かあれば教えてください。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 今年度、先ん

じて行ったという形になりますが、今年度の方々、

約１５名については、引き続き何かの形でこういっ

たことに関わりたいというような感想をいただい

ております。そういった方々、それから、来年度、

新たに始めまして、特に脱炭素先行地域エリアの

方々も中心として募っていく中で、そういった市内

外全域の方々のネットワークも含めて、うまく構築

していきたいなというふうに思っておるところで

す。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そういう意味では、この取組

でされた方が、さらにその方々がその先につなげて

いく、そういった取組も必要なのかなというふうに

も思いますし、先ほど起業人派遣というような話も

ありました。今議会で補正予算では起業人がなかな

か見つからずにというので予算を落としていると

いうケースもたくさんあるんですけども、そういう

意味では、このアカデミーでの取組に特化した方、

もしくは先生方とか、そういう方を何かうまく起業

人派遣のところに引っ張るというようなことがで

きてもいいのかなと思うんですけども、改めて、そ

のアカデミーのところの取組の拡大の考えと、起業

人派遣のその講師の当てというか、その辺をどうい

うふうに考えておられるか、教えてください。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 脱炭素アカデ

ミーにつきましては、今年度も、Ｃｌｍａｔｅ Ｉ

ｎｔｅｇｒａｔｅさんが中心となって、６回にわた

る授業も行っていただいています。そういったＣｌ

ｍａｔｅ Ｉｎｔｅｇｒａｔｅの代表であります

平田仁子さんの人脈などを利用しまして、既にもう

何か所かアプローチはかけさせていただいたり、お

話を聞かせていただいたりということも、起業人派

遣のほうでも行っておりますので、引き続きそうい
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った人脈を頼った形を行っていきたいと思ってお

りますのと、それから、今回の脱炭素先行地域では、

共同提案者の方々も、企業にも多く入っていただい

ておりますので、またそういった方々にもお話を伺

いながら、最適な人材を引っ張ってこれたらという

ふうに考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） これからの取組ということで、

伸び代しかないということですので、しっかり取り

組んでいただきたいと思います。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ございません

か。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 一般質問でも脱炭素先行地域

のことやり倒したんですが、ちょっとここ、気にな

ったところがあったので、確認させてください。 

 既に話題にも上がってますが、補助金の部分です。

住宅、カーポート、蓄電池等々で、件数だったり、

いろんなめどで見込んでおられるんですけれども、

例えばこれを超える希望があった際というのは、補

正予算なんかを組んで、予算を追加で持ってこれる

ものなのかどうかというところを教えてください。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 国の交付事業

にもなりますので、国にも計画変更を出しながら対

応していくということになろうかと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） そういった際というのが、例

えば１次募集はいつまで、２次募集が半年先とか、

１年先だったら、もう来年度になるんですけど、そ

こら辺のタイムラグというのがどの程度出そうで

すか。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 補助金総額と

して持ってるものの中では、例えばほかの補助金の

省エネの部分が、件数が少なかったりすると、そち

ら側の分も使えると思いますので、そういったタイ

ムラグはなるべく出ないように、対処、対応してい

きたいというふうに考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） この手のタイプというのが、

導入が早ければ早いほど、変な話、得をするみたい

な要素があるようなものかなと思っているので、そ

こら辺で積極的に取り組んでいただける方が増え

ていくのはいいことなんですけれども、内輪でもめ

ないように、そういったご配慮もいただけたらとい

うふうに思います。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、質問ありませ

んか。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 外来種の駆除の話、１０７ペ

ージで出とったんですけど、どんな種別を想定され

て予算計上されてるのか、教えてください。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） まず、外来種

対策行動計画に基づきまして、オオキンケイギクの

駆除というのを、区のほうにもお世話になりまして、

各地区のほうにもお世話になりまして、クリーン作

戦と併せた中での外来種駆除の呼びかけを行って

ましたり、それから、大規模湿地ですね、加陽だと

か、それから、戸島だとか、そういった大規模湿地

におけます外来種駆除なども取り組んでおります。

また、そういったものでは、アライグマのほうの問

題も出てますので、アライグマの調査事業なども、

今年度も行っておりますが、来年度も引き続き行う

ようなことを考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 外来種でも、植物であったり、

生き物であったり、いろんな外来種があるんですけ

ど、その辺の駆除みたいな検討はされてるかどうか、

ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 外来種につき

ましては、特定外来種に相当しますものが、豊岡で

は大体１６種入ってきてると言われております。そ

の中で、植物ももちろんありまして、例えばオオキ

ンケイギクなんかもそうなんですが、そういったも
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のの駆除を的確に市民協働も含めましてやってい

くということ、それから、他のまだ侵入してきてい

ない特定外来種につきましては、やっぱり早期発見、

早期防除というのが基本となると思いますので、そ

ういった市民の方々へ、見かけない動植物を見た場

合に、しっかりと連絡していただくようなことも含

めた普及啓発ということを進めていきたいという

ふうに考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員 

○委員（西田  真） この外来種駆除というのは毎

年されとって、来年度も計上されとるということで

よろしいですかね。 

○分科会長（森垣 康平） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） ２０２５年、

昨年の２月に外来種対策行動計画というのを策定

しまして、本格的に進めていくというか、市民協働

でしっかりと進めていくとしましたのが、今年度、

２０２５年度からになります。来年度も引き続き取

組を進めていきたいというふうに考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 外来種というのは本当に多い

んで、その辺の駆除は本当に大変だと思いますけど、

区の人も協力していただいて、これ以上増えないよ

うに、新しく侵入するのもすぐ市民の方に教えてい

ただくとか、そういう対策もせんと、何ぼでも増え

るばっかりですから、その辺もよろしくお願いしと

きたいと思います。 

 委員長、以上です。 

○分科会長（森垣 康平） それでは、そのほか、あ

りませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午前１１時３０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時３０分 委員会開会 

○委員長（森垣 康平） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 それでは、第３３号議案、令和８年度豊岡市太陽

光発電事業特別会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 コウノトリ共生課、宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） それでは、第

３３号議案、令和８年度豊岡市太陽光発電事業特別

会計予算について説明させていただきます。 

 まず、別冊の令和８年度豊岡市特別会計予算並び

に予算説明書の２０３ページをご覧ください。３３

号議案ですが、本案は、第１条で、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１億２８０万７，０００円と定めて

おります。また、第２条で、一時借入金の最高額を

１，０００万円と定めております。 

 内容につきましては、別冊資料ナンバー１の２０

２６年度豊岡市予算についてで説明させていただ

きます。 

 資料の６６、６７ページをご覧ください。初めに、

本特別会計は、山宮、それから但馬空港、それから

竹貫の３か所の地場ソーラーの管理運営に係る予

算を定めるものです。歳入及び歳出予算総括表のほ

うから、主なものを説明させていただきます。 

 まず、下段の２、歳出予算総括表をご覧ください。

総務費の８８４万７，０００円は、事業執行に伴う

事務費と、それから、基金積立金を計上しています。

昨年度に比べ１，５２５万６，０００円を減額して

おりますが、この減額の要因は、その下の施設費の

欄に委託料というものがありますが、来年度、竹貫

地場ソーラーの大規模メンテナンスを行うことと

しておりまして、その分、大幅に委託料が増額にな

るため、積立金が減額になるものです。 

 その下、施設費に関しましては、それに伴い、昨

年度に比べまして１，３４４万８，０００円の増額

となっております。 

 それから、諸支出金では、一般会計への繰出金を

３，３４０万６，０００円を計上しておりますが、

昨年度に比べて３０９万円減額しております。これ

は、脱炭素先行地域に採択されたために、先ほども

説明しましたが、脱炭素に関する人材育成事業など

の取組が国の補助金を受けられるようになったこ

と、また、４年に一度、市内の太陽光発電設備の点

検をしておりますが、来年度は、それがないために、
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その点検がないために減額となっておる分になり

ます。 

 次に、上段の１、歳入予算総括表です。そこでは、

財産収入で、生産物売払収入が１億３３万円を含め

計上しております。 

 繰入金ですが、今年度は、山宮地場ソーラーの監

視カメラの修繕とパワーコンへの機能付加のため

の基金を約４００万円を崩して繰り入れていまし

たので、増額しておりましたが、来年度につきまし

ては、山宮地場ソーラーの災害復旧債の元金と利子

の償還分についてのみ一般会計から繰り入れして

おります。 

 その他、必要な歳入を計上しております。 

 説明は以上となります。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議なしと認めます。 

 よって、第３３号議案は、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。 

 以上で午前の議案審査は終了いたしました。 

 この際、当局の皆さんから特にご発言はありませ

んか。 

 それでは、ここで建設経済委員会を暫時休憩いた

します。 

午前１１時３５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５５分 分科会再開 

○分科会長（森垣 康平） それでは、皆さんおそろ

いになりましたので、建設経済分科会を再開いたし

ます。 

 それでは、第２６号議案、令和８年度豊岡市一般

会計予算を議題といたします。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔にご説明お

願いします。 

 説明については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては資料のページ番号をお知

らせください。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に、部ごとに一

括して行います。 

 それでは、コウノトリ共生部、農林水産課、環境

経済課の順に説明をお願いします。 

 農林水産課、浪華課長、お願いします。 

○農林水産課長（浪華  誠） それでは、農林水産

課の当初予算について説明をさせていただきます。 

 農林水産課は多くの事務事業を所管しておりま

して、ですので、新規事業などの主要な事業を中心

に説明をさせていただき、そのほかのものは割愛さ

せていただきますので、ご了承ください。 

 まず、歳出予算になります。 

 ９３ページをご覧ください。説明欄の上から１０

行目になります。基金管理費です。その中の下のほ

うになりますが、森林環境基金積立金に３０万３，

０００円を計上しています。森林環境譲与税を、バ

ッファーゾーン整備補助金ですとか、自伐型林業推

進などの事業の財源として活用させてもらって、残

った部分をこの基金に積み立てるものです。 

 次は、２０５ページをご覧ください。農林水産業

費です。上から４つ目の項目になりますが、有害鳥

獣駆除対策事業費と、その下の項目になります鳥獣

被害防止緊急対策事業費、この２つの事業により、

捕獲と防除の両輪で有害鳥獣対策を推進します。 

 駆除対策では、引き続き年間６，５００頭を目標

に鹿の捕獲に取り組むとともに、熊による人身被害

を未然に防ぐため、市が主体となって柿や栗などの

不要果樹の伐採に取り組みます。また、新たに豊岡

狩猟スクールを開校し、ベテラン捕獲員による新人

ハンターへの指導や技術の継承によって有害鳥獣
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駆除を担う人材の育成を図ります。もう一つ、新規

事業としまして、鹿肉の利活用促進に取り組みます。

山の中で捕獲された鹿を捕獲範囲や鹿肉の処理事

業者が現地で出張回収し、市内の解体処理施設に搬

入することで、ジビエやペットフードの資源として

の活用を促進します。 

 次に、防除対策では、豊岡市野生動物被害対策推

進協議会を通じて、防護柵の設置を支援します。新

たに設置するのは、金網柵が１集落で、延長が４０

０メートル、電気柵が４集落で、延長が約３．９キ

ロメートル、ワイヤーメッシュ柵が７集落で、延長

が約１３キロメートルを予定しています。 

 次は、その下、中山間地域等直接支払事業費です。

急傾斜地等の条件不利地の生産活動を支援するも

ので、３７集落で約２５８ヘクタールの農地を対象

に支援をします。 

 次のページ、２０７ページをお願いします。一番

上の多面的機能支払事業費は、水路の泥上げや農道

の補修など、農地の維持、共同活動を促進するもの

で、来年度は、共同活動の取組で１２８組織、施設

の長寿命化で９７組織に対して支援をします。 

 その下の環境保全型農業直接支払事業費は、有機

農業や堆肥の施用など、環境保全効果の高い取組を

支援するもので、来年度は、約３７４ヘクタールの

取組を支援することとしています。 

 次は、４つ下の項目になります。新規就農総合支

援事業費です。この中の補助金のうち、新規就農者

確保事業費補助金５，１９０万円は、国の制度によ

るもので、その下の若手農家支援事業費補助金１，

９４４万円は、市の単独事業によるものです。補助

の内容は、国の制度のほうが、新規就農者の農業機

械等の導入や就農してから最長３年間、年間１６５

万円の経営資金を交付するもので、市のほうは、農

業用機械の導入やＩターン就農者等の家賃を支援

するものになります。 

 その下、豊岡農業スクール開校事業費です。農業

スクールは、来年で１４年目を迎えますが、市内で

の就農を希望される方に対して、農業に必要な生産

技術等の研修を委託により行うものです。新規の入

校生５人分と、継続するスクール生の１名を合わせ

て、合計６名分の経費を計上しています。 

 次は、２０９ページをご覧ください。上から６行

目、有機農業産地づくり推進事業費です。学校給食

用米の無農薬米への全量転換や無農薬野菜の利用

など、オーガニックビレッジ宣言の実現に向けた取

組を推進しています。内容としましては、賄材料費

として、無農薬米と一般米との差額を補填する費用

を計上しているほか、学校給食用無農薬米拡大支援

事業費補助金として４４０万円を計上しています

が、これは、コウノトリ育む農法で無農薬米つきあ

かりを生産する農家に対して、１０アール当たり２

万円を支援するもので、生産意欲の向上と経営の安

定化を図り、生産者及び作付面積の増加につなげる

ことで、目標であります２０２７年度の全量転換を

実現したいと考えています。 

 また、２つ下のみどりの事業活動を支える体制整

備事業費補助金として４００万円を計上していま

すが、こちらは、国の補助制度を活用した新規の補

助金になります。内容は、みどりの食料システム法

に基づき、県が認定をします特定みどり認定という

制度があるんですが、その認定を受けて、無農薬栽

培に取り組む農業者が対象で、無農薬栽培に必要と

なる除草機ですとか、堆肥散布機などの機械導入を

支援するものです。全額を国の補助金で賄うため、

市からの持ち出しはありません。 

 次は、ページの一番下の項目になります。農業用

施設管理費です。この中の投資委託料の調査設計と

しまして６，５００万円を計上しておりますが、内

容は、２つありまして、一つは、但東町にあります

７か所の老朽したゴム堰、これにつきまして、統廃

合による施設改修に向けた調査検討に３，５００万

円、もう一つは、蓼川用水路の老朽化した農業用樋

門について、それぞれの状況を調査し、施設の改修

等により機能回復を図るための調査検討を行うも

のが３，０００万円となっています。いずれも全額

を国の補助金で賄うため、市からの持ち出しはあり

ません。 

 ページの一番下になりますが、補修工事費の６，
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１００万円については、出但トンネルと清滝トンネ

ルの補修工事が３，１００万円、広域農道１号線の

舗装修繕に３，０００万円を予定しています。 

 以上が主立ったものになります。 

 次は、２１１ページをお願いします。一番上の項

目になりますが、基盤整備促進事業費です。事業内

容につきましては、農道橋の耐震化と長寿命化事業

に加えて、内町と竹野地区の圃場整備事業、あと、

出石町伊豆地区の用排水路整備と小坂西部土地の

幹線用水路等の整備を進めてまいります。 

 次は、林業関係になります。 

 ２１５ページをお願いします。ページの一番下に

なります。２１５ページの一番下になりますが、治

山事業費は５，３２０万円を計上しています。県の

補助を受けて行う防災対策工事が１，７４０万円で、

但東町唐川地区での実施を予定をしています。また、

市の単独事業としまして、城崎町桃島や竹野町森本

地区など、合わせて３，５８０万円の防災対策工事

を予定をしています。 

 次は、２１７ページをお願いします。上から３つ

目の項目、住民参加型森林整備事業費です。補助金

の住民参加型森林整備事業費補助金につきまして

は、兵庫県の災害に強い森づくり事業を活用して、

地域住民が自ら行う森林整備活動を支援するもの

で、活動に必要となる資機材の購入や危険木の伐採

などを予定をしております。全額を県の補助金で賄

うため、市からの持ち出しはありません。 

 その下、森林環境整備事業費です。森林・林業ビ

ジョンに掲げます森林整備や人材育成、人と森林の

つながりを推進するための事業に取り組みます。こ

の中の５行目になりますが、業務委託料としまして

１，７４１万４，０００円を計上しています。委託

料の主な内容としましては、森林Ｊ－クレジットの

２０２７年度の販売開始を目指し、継続して事前準

備業務に取り組むほか、自伐型林業を推進するため

の実践的な講習会を開催するなど、林業人材の確保

に向けた事業に取り組みます。また、補助金には４，

７００万円を計上しておりますが、このうち、獣害

対策緩衝帯森林整備事業費補助金、いわゆるバッフ

ァーゾーン整備補助金と呼んでおりますが、この補

助金に２，５００万円を計上しております。市民の

皆様から大変多くの要望をいただいておりまして、

昨年度の当初予算額の１，４００万円から大幅に増

額をしております。その下の自伐型林業推進事業費

補助金は、こちらは、新たに創設した補助金になり

ますが、内容は、自伐型林業者が行う作業道の開設

や切捨て間伐、搬出間伐に加えまして、作業に必要

となる林業機械のレンタル費用を支援するものに

なります。 

 次は、水産関係になります。 

 ２１９ページをお願いします。下の枠の水産業振

興事業費です。この中の４行目、負担金ですが、漁

場生産力・水産多面的機能強化対策事業費負担金は、

国の補助金を活用して、新たに藻場の保全対策に取

り組むものになります。これまでから竹野地域の沿

岸では、サザエやアワビ漁が行われていますが、近

年では温暖化やウニによる食害などから、磯焼けと

いいまして海藻が少なくなる現象なんですが、磯焼

けが進行しまして、サザエ等の貝類が減少するなど、

漁業への影響が生じております。このため、来年度

からの５か年事業で、藻場の再生に取り組むことに

なりました。今回の事業では、海藻の種苗を定着さ

せるための母藻と呼ばれる着床基盤、これを海中に

沈めることとしておりますが、この母藻の製作に海

藻が付着しやすく、また、環境負荷低減にもつなが

る木材を活用したいと考えておりまして、木質ファ

イバーの技術を持つ大建工業にも協力を仰ぎまし

て、市と但馬漁協との３者連携により事業を推進し

たいと考えております。 

 次は、歳入予算になります。 

 ２１ページをお願いします。歳出で説明しました

事業の中からポイントとなる歳入予算を説明しま

す。 

 ページの一番下、森林環境譲与税です。新年度は

１億１，４５０万８，０００円を予定しております。

歳出予算で説明しました森林整備等の財源として

活用していきます。 

 次は、４１ページをお願いします。一番下の地域
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未来交付金の地域未来推進型のうち、農林水産課分

は９００万円です。新規就農総合支援事業費の若手

農家支援事業補助金に充当しております。 

 次は、５１ページをお願いします。一番下の枠に

なります。県補助金の農業費補助金です。２番目の

基盤整備促進事業費補助金は、竹野地区と小坂西部

地区の圃場整備等に係る国からの補助金になりま

す。 

 次のページ、５３ページをご覧ください。上から

７つ目の項目になりますが、新規就農総合支援事業

費補助金は、新規就農者の経営開始を支援する資金

と、あと、農業機械等の導入補助分となります。こ

の枠の下から２つ目の項目になりますが、ツキノワ

グマ管理総合対策事業費補助金は、市が事業主体と

なって実施をします柿の木などの不要果樹伐採に

係るものになります。その下の水利施設等保全高度

化事業費補助金は、但東町にあるゴム堰の統廃合に

よる改修に向けた検討ですとか、蓼川用水路の農業

用樋門改修に向けた調査検討業務に係るものです。 

 次に、下の枠の林業費補助金です。４つ目の住民

参加型森林整備事業費補助金は、県の災害に強い森

づくり事業を活用し、地域住民が行う森林整備活動

に必要となる資機材等の購入を支援するものです。 

 次は、６３ページをお願いします。上から２つ目

の項目、コウノトリ基金繰入金のうち、農林水産課

分は３４２万９，０００円です。学校給食への無農

薬米、無農薬野菜の提供に伴う慣行米や慣行野菜と

の価格補填に充当するものです。 

 ４つ下の地域振興基金繰入金ですが、農林水産課

分は、このうち１，６００万円で、新規就農総合支

援事業など、３つの事業に充当をしております。 

 次は、７５ページをご覧ください。市債になりま

す。 

 一番下の枠になりますが、土地改良事業債と、そ

の下の項目のたん水防除施設整備事業債、それと、

次の７７ページになりますが、一番上の林道整備事

業債と治山事業債につきましては、それぞれ記載の

とおり、事業の財源として地方債を発行する予定で

す。 

 次は、債務負担行為になります。９ページをお願

いします。 

 上から４つ目、農業経営基盤強化資金利子補給事

業と、その下の美しい村づくり資金利子補給事業に

ついて、令和８年度事業分としてそれぞれ記載のと

おりの限度額を設定しております。 

 最後になります。地方債です。１０ページをお願

いします。 

 真ん中より少し下辺りになりますが、土地改良事

業費として８，１２０万円、その下、たん水防除施

設整備事業費として４３０万円、その下、林道整備

事業費として６９０万円、その下、治山事業費とし

て３，９４０万円を計上しております。 

 農林水産課からは以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 続きまして、環境経済課、瀬崎次長、よろしくお

願いします。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 当課が所管させていただきます令和８年度の当

初予算案につきまして、主要な事業を中心にご説明

をいたします。 

 まず、歳出からご説明いたします。 

 ９３ページをお願いいたします。説明欄の１０行

目になります。基金管理費です。このうち、当課で

所管させていただきますのが、１８行目、コウノト

リ基金積立金のうち１，３００万円、その７行下に

なります。地域振興基金積立金８億３，７００万円

をふるさと応援寄附金を元とした積立てとして要

求をしております。 

 次に、９７ページをお願いいたします。説明欄の

真ん中辺りになります。ふるさと応援寄附金推進事

業費です。新年度は、寄附金の目標額を１７億円と

いたしまして、寄附金受入れに伴います必要となる

事業費の分として、業務の委託料ほか、合計で８億

５，０００万円の要求としております。主な内訳と

いたしましては、返礼品の調達や送付に必要となる

経費として５億３，７８８万円、広報や決済に必要

となります経費として４，５６１万９，０００円、

ＥＣサイトの手数料ほか、事務費用といたしまして
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２億６，６５０万１，０００円を要求しております。 

 大分飛びまして、１３１ページをお願いいたしま

す。地方創生事業になります。説明欄の１８行目に

なります。稼ぐ力強化総合事業です。新規事業とい

たしまして、市内の中小企業の皆様が収益性や生産

性を高めていただく上で必要となります戦略の立

案、競争力の強化などに関しまして、それぞれの過

程において必要な施策を支援し、地域経済の持続的

な成長と安定した雇用の創出を図ることを目的と

しまして、国の地域未来交付金を活用させていただ

き、支援する事業費として、合わせて５，４６４万

円を要求するものです。 

 同じページになります。下から３行目、地域おこ

し協力隊推進事業費の業務委託料のうち、当課では、

２名の隊員の費用といたしまして１，０９６万６，

０００円を要求しております。 

 次に、１３３ページをお願いいたします。説明欄

の下から１３行目になります。地域経済担い手育成

事業費です。こちらも、地方創生事業としまして、

多様な創業、また、事業の承継、これを支援する必

要があります。併せて、成長段階に応じた伴走型の

支援として、商工団体の皆様と連携して、地域に根

差した経済の担い手を創出することを目的として、

ビジネス相談窓口、通称ＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡ

の運営、操業への支援、事業承継への支援として、

合わせて２，０１１万５，０００円を要求しており

ます。 

 少し飛びまして、１４３ページをお願いいたしま

す。説明欄の上から２区分目になります。経済セン

サスの調査費です。新年度は、５年に１回実施され

ます国の経済センサス活動調査の年に当たります。

必要となります人件費４１４万４，０００円と調査

の事務費用７３万６，０００円、合わせて４８８万

円を要求しております。 

 次、大分飛びます。１９９ページ、併せて２０１

ページをご覧ください。まず、１９９ページの説明

欄の一番下になります。労働総務費です。地域の雇

用促進と若手人材の育成、この支援といたしまして、

兵庫県雇用開発協会への負担金２１万円と、２０１

ページに移ります。説明欄の１行目になります。補

助金といたしまして、新規学卒者の研修事業費、併

せまして、新年度から開始いたします中小企業奨学

金返済支援事業としまして、合わせて２３２万５，

０００円を要求いたしております。 

 その１行下になります。勤労者住宅金融対策事業

費といたしまして、勤労者の皆様の福利厚生事業と

して、住宅の新築、改築に係る費用の融資を行うも

ので、近畿労働金庫様に預託を行い、２倍の協調融

資を行う予算といたしまして４，０００万円を要求

いたしております。 

 大分飛びまして、２２１ページをお願いいたしま

す。説明欄の２項目になります。上から３行目、商

工振興事業費です。商工会議所、商工会等への運営

費の補助金や会員事業者の皆様の経営安定を支援

する業務の委託料といたしまして、記載額のうち、

当課に係ります予算といたしまして４，１８３万５，

０００円を要求いたしております。 

 次に、同じページの説明欄、下から５行目になり

ます。中小企業金融対策事業費です。取扱金融機関

に預託を行いまして、４倍の協調融資で市内の中小

事業者の皆様の運転資金や設備投資に必要な資金

の融資を行い、経営の支援を行う事業費といたしま

して、利子補給金と貸付金を合わせて５億２万５，

０００円の予算を要求いたしております。 

 続きまして、２２３ページをお願いいたします。

説明欄の上から９行目になります。中心市街地活性

化事業費です。新年度は、宵田商店街振興組合が兵

庫県の助成制度を活用され、アーケードの改修事業

を取り組まれることになりました。この事業は、市

の義務随伴として総事業費の６分の１が必要とな

ります。その費用として１７３万６，０００円ほか、

計２０４万６，０００円の要求をいたしております。 

 次に、同じページ、１１行下になります。企業誘

致推進事業費です。産業基盤の強化や雇用機会の増

大を図るため、市の条例で定めます工業等設置奨励

金や雇用奨励金のほか、２０２３年度からＩＴ企業

の誘致として取組を進めましたコワーキングスペ

ースの開設支援への補助金として、合計６，５１６



 31

万４，０００円の補助金、また、将来の産業基盤の

構築に向けた準備の一環といたしまして、新年度、

一般財団法人日本立地センターが実施をします産

業用地選定事業、これを活用させていただいて、客

観性及び信頼性の高いデータに基づく産業用地の

適地選定調査業務を実施したいと考えており、その

委託料として４４８万円を、その他関連する費用と

合わせて、合計６，９９４万円を要求させていただ

いております。 

 次に、２２５ページをお願いいたします。特産振

興事業費です。地場産業の振興に伴う事業費といた

しまして、かばん産業、その他伝統産業の振興支援

と併せまして、地場産業振興センターへの支援とし

て２，１５７万２，０００円を要求いたしておりま

す。 

 次に、２２７ページをお願いいたします。説明欄

の一番下になります。工場公園等管理費です。神美

にあります豊岡中核工業団地及び日高にあります

三方東部工業団地の環境維持に係る費用とし９３

７万３，０００円を要求いたしております。新年度

は、特に豊岡中核工業団地内にあります汚水ポンプ

施設内のコンデンサーを更新する予定にしており

まして、その工事費として１５５万３，０００円を

要求しております。 

 次に、歳入をご説明いたします。 

 ４１ページをお願いいたします。説明欄の一番下

の区分になります。地域未来の交付金のうち、稼ぐ

力強化総合事業費として２，７３２万円を、地域経

済の担い手育成事業費として１，００５万７，００

０円を、特産振興事業費として２９３万５，０００

円、合計４，０３１万２，０００円を充当すべく、

予算化しております。 

 少し飛びまして、５７ページをお願いいたします。

２つ目の区分になります。節の５、統計調査費委託

金の説明欄の中の一番下、経済センサス調査事務委

託金といたしまして６３２万２，０００円を要求し

ております。 

 ５９ページをお願いいたします。２つ目の区分に

なります。節の１、土地建物貸付収入の説明欄の２

行目になります。建物貸付収入のうち、但馬地域地

場産業振興センターのフロアの貸付分と、青空市場

の貸付分の収入として２０４万７，０００円の要求

しております。 

 ６１ページをお願いいたします。２つ目の区分の

節の１、総務管理費寄附金の説明欄の上から２行目

になります。ふるさと応援寄附金として１７億円を

予算化しております。 

 ６３ページをお願いいたします。説明欄の６行目

になります。地域振興基金繰入金のうち、９億円を

ふるさと応援寄附金分として予算化しております。 

 ６５ページをお願いいたします。２区分目の真ん

中辺りになります。労働諸費貸付金元利収入の労働

者住宅融資資金貸付金元利収入といたしまして４，

０００万円を予算化しております。 

 次に、同じページの１区分下になります。中小企

業普通融資資金貸付金元利収入といたしまして５

億円を予算化しております。 

 最後に、債務負担行為についてご説明をいたしま

す。９ページをお願いいたします。 

 上から６番目になります。中小企業融資資金に係

る損失補填（令和８年度事業分）といたしまして、

兵庫県信用保証協会に対します損失補填の相当額

として１，４００万円の限度額を設定しております。 

 環境経済課からの説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か確認させてください。 

 まず、農林水産課のほうの有害鳥獣なんですけど、

目標は６，５００頭ということで、鹿ですけど、こ

れは同じ頭数になってますけど、熊のほうの頭数の

目標はあるかないか。そして、去年、実際に鹿、ま

だ３月終わってないんですけど、鹿は実際どれぐら

い駆除されたか。ほんで、熊の駆除の頭数も教えて

いただきたい。そして、最近はもう鹿がかなり少な

くなってきたといううわさはあるんですけど、うち

らの地域ではそんなことはないんですけど、実際に

どれだけ減っとるかいうような状況も教えていた
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だきたいと思います。取りあえずよろしくお願いし

ます。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） まず、熊につきまし

ては、今年度は１３頭を捕獲しております。すみま

せん、１１頭捕獲しております。熊の捕獲目標とい

うのは、何頭というのはございません。基本的には、

民家近くに下りてきたとか、いわゆる許可が出てい

るわなで捕まった熊を対処的に捕獲しているとい

った現状になります。鹿の捕獲頭数につきましては、

ちょっと後ほど申し上げますが、鹿につきましては、

やはり実際に捕獲に当たる捕獲班員の方からは、数

年前に比べたら減ってきているという実感がある

と。捕りにくくなっているともおっしゃってます。

山の中に入って、例えば銃で巻き狩り猟とかするん

ですけど、そのときも、例えば一回、勢子が追って

追って追って、じゃあ、待ちに待っている人が結構

な確率で撃てたらしいんですけど、最近はなかなか、

勢子が追って、待ちで待っていても、本当数頭程度

しか逃げてこないといったようなことで、ただ、数

頭程度残っているものがやっぱり農産物ですとか、

里のほうに出てきて悪さするというのはあります

ので、捕獲班の班長と話をしておりましても、やっ

ぱりそういった最後の１頭になるまでになるんで

すかね、ゼロ頭になるまで、そういう被害がもう本

当少なくなるまでは、これからもやっぱり頑張って

いかなあかんなという話はしております。 

 それと、ちょっと実績、すみません。 

○分科会長（森垣 康平） どうぞ。 

○農林水産課参事（西村 文紀） 鹿の捕獲頭数につ

いて報告させていただきます。 

 今年度１月末までの鹿の有害捕獲は３，８９５頭

になっております。これから年度末まで、あと二月

の分の頭数で、大体、最終的には４，２００頭ぐら

いの鹿が捕獲できるんではないかというふうに見

込んでおります。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

 鹿、実際に少なくなっているいうような話は聞く

ということもお聞きしとるんですけど、やはりそう

でないところもありますし、捕獲しにくいの、特に

谷が深いとこは難しいという話も聞いてますんで、

そこらに逃げ込むいうのもお聞きしておりますの

で、その辺のをどうやって捕るかいうこともまた検

討していただきたいと思います。 

 そして、その捕獲した鹿の処理ですね、鹿肉のジ

ビエとかペットフードとかされとるんですけど、今、

３か所でしたですかね。奥山と森本と、もう１か所、

どこでしたかね。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） もう１か所、日高の

八代になります。 

○委員（西田  真） 八代。 

○農林水産課長（浪華  誠） はい。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） その処理は、実際に処理業者

が取りに行って処理をするということですけど、実

際どれぐらいの処理ができとるんか、どうでしょう

か。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 今考えておりますの

が、有害鳥獣捕獲班と、その処理事業者、それぞれ

に取りに行っていただいてという形で、委託契約で

考えておりまして、すみません、今、それぞれの処

理施設がどれだけの毎日処理をしているかは、ちょ

っとすみません、認識してないんですけど、この事

業では年間１，０００頭を目標に処理をしていただ

きたいと思っております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） なかなか取りに行く、そうい

う地形もありますんで、大変だと思いますけど、な

るべく処理をして、ジビエとかペットフードとか、

そういうのに、せっかく生きとったもんを殺すんで

すから、そういう格好で再利用といいますか、そう

いう格好でしていただきたいと思っております。 

 そして、学校給食のほうで、つきあかりなんです

けど、全量展開を２０２７年度にしたいということ

であります。来年度は１０アールに２万円の補助と
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いうこともお聞きしておりますけど、全量展開しよ

う思ったら、どれぐらいの面積が要るんか、ちょっ

と教えていただければと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 全量転換に必要とな

る量なんですけど、玄米ベースで９０トンが必要に

なっておりまして、今の予定なんですけども、来年

産で２２ヘクタールで、つきあかりを栽培していた

だくというようなことになっておりまして、大体、

これ、目標なんですけど、反収で７俵ほど取れれば、

目標が達成できると思っております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） なかなか草の問題がすごく大

変ですんで、その辺は、就農者はよう分かっとられ

ると思いますけど、収量が７俵ちゅうのは、なかな

か厳しいなと、その地形にもよるんですけどね。そ

の辺を一生懸命頑張っていただければと思ってお

ります。 

 それから、バッファーゾーンの関係なんですけど、

２，５００万円と予算計上なんですけど、去年はど

れぐらい実績があったんでしょうか。そして、来年

度、１００万円、今年度と同じような格好で補助金

を出されるかどうか、その辺も確認させてください。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 今年度の実績なんで

すけども、１９地区で８．４ヘクタールのバッファ

ーゾーン整備になります。ちなみに、そのもう１年

前が６地区の３．９ヘクでしたので、大分、今年度、

要望件数、実施面積とも伸びております。新年度も

引き続き１ヘクタールで１００万円という補助金

は変えずにやっていきたいと思っております。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろんな地区で、うちの地区

も含めてですけど、非常にこれは地区としてはあり

がたい事業だと思っておりますし、いろんな地区で

手を挙げておられると思いますんで、またいっぱい

になるかも分かりませんけど、補正とか、その辺も

考えてやっていただきたいと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

 そして、危険木の伐採は、県の１０分の１０とい

う話があったんですけど、説明で。それ、どんな感

じですかね。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○委員（西田  真） 森林整備の件。 

○農林水産課長（浪華  誠） 先ほど申し上げた住

民参加型森林整備事業というのが、これは県の県民

緑税を活用した事業になるんですけど、こちらにつ

いては、１０分の１０で、地元がボランティアでや

っていただく。ただ、ボランティアでやっていただ

くんですけど、結構太い木ですとか、大きい木とい

うのは危険がありますので、その分については、そ

の県の１０分の１０を使って危険木が伐採できる

というものになります。それと、すみません、もう

１個、違うのが、森林環境整備事業補助金といいま

して、市の単独の危険木を伐採する補助金というの

もあります。そちらにつきましては、補助率が３分

の２になります。ちょっとすみません、県の事業を

使うものと、市単独事業で補助率が違いますけど、

それらを併せて危険木の伐採もやっていきたいと

思ってます。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、県のやつをお聞きしたん

ですけど、市の危険木のやつは毎年されとる分でよ

ろしいんですね。確認です。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） そうです、毎年継続

的に行っている事業になります。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） もう１点お願いします。 

 環境のほうなんですけど、産業用地の選定作業に

４４８万円出とるんですけど、これ、この４４８万

円、産業用地、今、工業団地のほうで空いてるとこ

ろがあったり、そして、まだ空いてる、上のほうで

すね、その辺も建物が建っていないところも実際に

あるんですけど、その辺はずっと空きっ放しでいい

んかどうかちゅうのを確認させてください。一応、

何年までに建物を建てなければならないというよ

うな感じでされたと思うんですけど、現状、空いて



 34

るところはいっぱいありますんで、その辺のことを

教えていただければと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 まず、事業者さんと企業さんとは、土地売買契約

の締結も済んでおりまして、土地を取得されて建物

が建つ状態です。空いてる区画はありますけども、

それぞれで、例えば会社の都合で増改築ですとか、

新増築といった計画があるのは、うちのほうも企業

訪問を担当がしておりますので、伺いながら、また、

企業の経営によっては、売却をされるというような

ことも漏れ聞いております。そこにつきましては、

逐次新しい情報を入れさせていただいて、交付金を

使って、労働力と、また、経済の波及効果も大きい

施設になりますので、しっかりと現状把握と、より

早く建築を進めていただくようなことの情報共有、

情報提供ということで進めさせていただいている

のが現状です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 先ほど質問させていただきま

したけど、購入されてから何年以内に建てなければ

ならないという契約の事項に入ってませんか。ずっ

と空きっ放しの区画もありますんでね。その辺はど

うなんでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 すみません、今手元に持っておりませんのと、売

却から、相当な期間がたってますので、改めまして

ご説明させていただきたいと思います。ご了承くだ

さい。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今言われるように、もうずっ

と空き地の区画がありますんで、それはいかがなも

んかなと私は思ってまして、そして、建っとっても、

もう廃業されたりしてるところもあるんです。よく

ご存じだと思いますけど、それを新たに購入されと

って、仕事もされとったらいいんですけど、そうい

うところもちゃんと情報収集されて、せっかくの区

画ですんで、運用をしっかりやっていただきたいい

うのと、空き地は早く、もう建てなければ、ほかの

とこに売ってもらうとか、市が買い戻して産業用地

にするとか、そういうことも検討しなければならな

いと思っております。空き地のままずっと置いとく

ちゅうのは、非常にまずいかなと思っておりますん

で、特に豊岡市は産業用地の不足をしておりますん

で、その辺も含めて、ちょっと答弁をお願いします。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 委員おっしゃるとおりだと思います。しっかりと、

先ほど申しました情報収集と、今後の計画につきま

しても、企業の皆さんもご都合がございますので、

しっかり適正に情報把握と管理に努めたいと思っ

ております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） その辺、しっかり、くどいよ

うですけど、空き地の分、それはしっかりちょっと

把握していただいて、適正に、その空いとる区画が

なくなるようにやっていただきたいと思いますし、

先ほど言われましたように、契約の事項に多分入っ

とったと思うんですけど、購入してから、それも確

認してもらって、また委員長のほうに報告していた

だければと思いますんで、よろしくお願いします。 

 最後、もう１点、ふるさと納税の関係なんですけ

ど、１７億円で、半分の８．５億円、５割が返礼品

とか事務費のことになるんですけど、これはもうち

ょっと多くてもよかったかなと思ったりしてます

けど、その辺はいかがでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 ふるさと納税につきましては、国のほうも制度の

改正等を年々されており、極端な改正といいますの

は、しっかりと情報を共有していかないと駄目だと

思ってます。私、財政に予算要求するときにも、今

回１７億円ということで、新年度予算につきまして

は、先ほど委員もおっしゃった１７億円の半分の８

億５，０００万円の積立てという予算を組みました。

前年度の当初予算では１５億円で組ませていただ

いて、一生懸命、担当もＰＲ、市長を筆頭に、して
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いただいて、決算１９億円前後でくくれないかなと

いう状態に今あります。しかしながら、国のほうで

も、また制度でちょっと縛りがあるような方法が出

てきてますのと、やはり寄附をしていただく一番の

先になりますＥＣサイト、ネットを中心とした商品

ということで、やはり本来の趣旨であります豊岡市

を応援するという趣旨に合わせて、その商品でふる

さと納税を選定されているという実態もあります

ので、実は今日、明日と、ふるさと納税のＥＣサイ

トの事業者さん来ていただきまして、市内事業者さ

んに、いかに売れる商品を作る、見せる見せ方も重

要であるという勉強会もしていただいてます。しっ

かりと、予算要求した額以上の寄附がいただけるよ

うに、全力で取り組みたいと思っています。辛めで

は見ているつもりではありますけども、頑張りたい

と思っています。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひ頑張っていただいて、地

元の産品を結局返礼品に使うわけですから、地元の

企業も潤うということがありますんで、地元の企業

のためにも、地域住民の方も含めてですけど、一生

懸命頑張っていただきたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。委員長、以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ございません

か。 

 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） すみません、先ほど出ました

鹿の駆除のことなんですけども、４，２００頭ほど

捕れるうち、処理ができるのは１，０００頭ほどと

いうふうにお答えいただいたんですけども、残りの、

そしたら、３，２００頭はどうされてるんか、教え

てください。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 現状は、捕獲した鹿

につきましては、適切な処理をお願いするというこ

とで、埋めていただくですとか、今の鹿肉の処理施

設に直接持ち込んでおられる方もいらっしゃいま

す。１，０００頭を目標に、来年度、３００万円の

委託料でやりたいと思ってるんですが、これも、新

年度、新たな取組になりますので、少し実証的な取

組になると思ってます。取組を進めるに当たって、

いろんな課題ですとか、意見ですとか、逆に処理事

業者の方ともいろんなヒアリングもさせていただ

いたりですとか、いろんな問題も出てくると思いま

すので、来年度、こういったものをいろいろと整理

させていただいて、ブラッシュアップして、令和９

年度以降によりよい形でつなげていきたいなとい

うふうには思っております。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） その場で埋めると今言われた

んですけど、現実問題、山の中で捕れた鹿を埋める

いうことは不可能というか、軽くは土かけれるんで

すけど、結局はそれが熊の餌になってるというのが

現実でして、私らの地域でもちょっとそれを気にし

とられて、福知山のほうに視察に行かれて、福知山

のほうで焼却処分をする施設を、福知山と綾部市と

舞鶴市、ちょっと忘れましたけど、造っとられるん

ですけど、４，０００頭ほど焼却処分されとるよう

で、ただ、それに燃料代だけで７，０００万円、年

間、かかるか何かだったと思うんです。そんなんで、

ちょっとそれもどうかなと思うんですけども、ただ、

今の状態で山に放置するようなのは、やっぱりそう

いう熊の被害も出てる中で、結構、熊が肉食化する

とかいうようなことも言われたりして、危険だとい

うことも言われとるんですけど、何かその辺の、今

後、対策を考えとられることがあるんでしょうか、

お伺いします。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 委員おっしゃったよ

うに、例えばそういう処理施設みたいなやつを公設

で設営するとなると、すごいコストがかかりますし、

ランニングコストもかかると聞いておりますので、

幸い、市内には、先ほど申し上げた３か所の処理施

設がございますので、実際その３か所でどれだけ、

年間対応できるかというところもちょっと来年度

いろいろと検討は一緒にさせていただきたいと思

っております。できれば、その３施設を利用して、

そこに２，０００頭なり、３，０００頭なり、持ち
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込んでいただけるというようなことであれば、そう

いったスキームの中で、今のこの鹿肉利活用検討を

進めさせてもらって、そっちで処理を進めることが

できればなとは思っております。なんで、それも含

めまして、ちょっと来年度いろいろと検討させてい

ただきたいと思っておりますが、やはり公設でやる

というところは、コスト面考えても、現状ではちょ

っと難しいかなと思っております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） さっき、１，０００頭で３０

０万円の予算いうことは、１頭に３万円の補助金を

今出しとられる。ちゃうわ、３，０００円か。（「３，

０００円、３，０００円」と呼ぶ者あり）そんなも

んでしたっけ。鹿処理はもっと費用出てるんじゃな

かったですか、すみません。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 現在、捕獲報奨金と

しまして、例えば鹿の場合ですと、処理費を含んで、

わなの場合１万２，０００円を報奨金として出して

おります。今回、それとは別に、捕獲班の方に取り

いっていただく、処理事業者の方に取りいっていた

だくという、そういうコストを考えまして、１頭３，

０００円でと想定は今しとるんですけど、それにつ

きましても、今、引取りに行ってもらったら３，０

００円となるんですけど、多分、進めていくに当た

って、じゃあ、持ち込んだときどうなのとか、いろ

んなことが出てこようかと思いますので、その辺を

ちょっと１年かけて整理させていただきたいと思

っております。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） ありがとうございます。いろ

いろと現場というか、現地でいろんな問題が、まだ

残っておりますんで、その辺をしっかりとまた検討

していただけたらと思います。ありがとうございま

す。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ございません

か。 

○委員（西垣 秀昭） もう一ついいですか。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） すみません、先ほどふるさと

寄附金のことでちょっとお伺いしたいんですけど

も、１７億円ほどの予算で組んでおられるんですけ

ど、それで、結局、経費云々を使って、どれだけが

残るんでしょうか、いろいろな経費を差し引いて。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 まず、ルールとして、２分の１ルールというのが

大前提でありますので、仮に１０億円寄附をいただ

いたら、５億円を市に積立てをさせていただいて、

残り、その５億円の中でＥＣサイトの手数料ですと

か、返礼品の購入ですとか、送付ですとか、そうい

った事務経費にかけるということですので、お答え

でいくと、半分が実入りになる。さらには、実際の

市内のものを購入しますので、そこもたくさん市内

への潤いはあるというような形のものになります。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） それは分かったんですけど、

なら、実際にふるさと納税は、豊岡市民もよその景

品がよければ、よそにふるさと納税されるわけです

ね。その分というのは、豊岡市に落ちる税金が減る

という部分も同時に生まれるんですけど、それはど

のぐらいを見込んどられるんでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 これは、当然のことです。そちらのほうの試算に

つきましては税務課が所管されますので、当課では、

把握しておりません。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、私のほうから１

点。 随分前から自伐型林業ということで、いろい

ろと問いかけをしてきて、ようやく何か形としては、

徐々に徐々に進んできてるのかなというふうに思

うんですけども、現状としては、今どんな感じでし

ょうか。その自伐型林業に向かう方というのが少し

でも増えてきてるのかどうかも併せてちょっとお
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聞きしたいです。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 少しずつですが、増

えていると思っています。というのが、昨年度、初

めて自伐型林業のフォーラムを開催させてもらっ

て、その後に自伐型林業体験研修というのもさせて

いただいて、それ、すみません、約１５名ぐらいだ

ったと思うんですけど、参加をしていただきました。

その中から、実際、新年度に入ってから、産業道を

つけて森林整備をやりたいと、向かいたいといった

方も５名程度いらっしゃると思います。そういった

方々のために、今回初めて、自伐型林業推進事業補

助金ということで、産業道を開設したりですとか、

あと、除間伐をやったときに、市の森林環境譲与税

を使って補助金で支援するといったような制度も

今回準備しましたので、市としましては、森林・林

業ビジョンをつくったのが２０２２年度です。１０

年間の２０３２年度を目標に、３０名ぐらいの自伐

型林家を育てたいというふうに、目標として思って

おります。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 自伐型林業、いわゆる林業者

が増えることで、これは森林環境譲与税のプラスの

項目になりますから、特に人数がそんなに大幅に増

えるというものではないんで、一人一人、密にしっ

かりとケアしていただきたいなと思います。 

 それと、やっぱり林業が労務災害では一番、死亡

事故が多いというものにもなりますから、くれぐれ

も安全対策というのはしっかりお願いしたいなと

思います。 

 あと、住民参加型の森林整備ということで、これ

はお話、先ほどほかの委員が質問してる中では、ど

ちらかというと区なんかでの作業、日役なんかで使

えるのかなというふうに思いました。そういう意味

では、各地区なんか、今から日役、うちの地区は終

わったんですけども、彼岸日役とか、そういうのは

していく中で、上手にアナウンスをして、しっかり

と取組をしてもらえるようなことを考えたらと思

うんですけども、いかがでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 県の制度ですので、

できるだけうまくＰＲさせていただいて、使ってい

ただきたいと思います。ただ、これ、一応条件とし

ましては、３年間で２ヘクタール程度の森林整備を

地域で行うというのが条件になっておりまして、そ

ういう３年間の計画を出していただいて、それを県

が認定をしたときに、例えば１年間で、１年目だけ

で２７０万円の定額補助がいただけるというよう

な、そういう仕組みになっておりますので、計画が

つくれるような森林整備を予定されている地域に

つきましては、積極的にＰＲして活用していただき

たいと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 逆に、里山防災林などの制度

で、それは地区で管理をしていかないといけないと

いうようなことがあるんですけども、そういったの

と、制度的に組み合わせるというか、それをすると

いうことは可能なんですか。 

○分科会長（森垣 康平） 西村参事。 

○農林水産課参事（西村 文紀） 里山防災林整備事

業も県民緑税を活用した事業になります。今回のこ

の住民参加型森林整備についても、同じく県民緑税

を使った事業になりますので、これを併せて実施を

するということは、基本的には今できないという状

況になってます。ですので、いろんな地域で活動す

る、また、地域が望んでいる森林整備について、一

番マッチするかなと思うものが当てはまれば、また

それは丁寧に説明をしていきたいというふうに思

います。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 各地区のほうで、選択肢がで

きている、できていますよということで、アナウン

スしっかりやっていただけたらと思います。以上で

す。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ありませんか。 

 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） すみません、農林水産課のほ

うに、ゴム堰のことでお伺いしたいんですけども、
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但東町で７か所、ゴム堰があるいうことですけど、

今もう使用不能になっとるんは何か所あるんです

か。 

○分科会長（森垣 康平） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 光弘） 今使えなくなって

いるのは、今、１つの堰は完全に使えなくなってま

す。ほかは、一応動かしたら動く状態ではあるんで

すけども、空気が抜けたりとか、そういったちょっ

と問題が起きてるところは多々あります。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） どっこも、７か所ともほぼ造

られたのは同時期頃ですんで、どことももう難しい

んですけど、それは３，５００万円の予算つけとら

れたんですけど、同じような改修をされるいうこと

ですか。どういうふうなことを考えとられるんでし

ょうか、お伺いします。 

○分科会長（森垣 康平） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 光弘） 一つ一つを直すの

ではなくて、例えば２つを一つにできないとか、一

番いいのが７つを一つにできないとかという部分

がありまして、どうしても事業的には、地元負担と

いうのが伴いますので、そこら辺を何とか、実際造

るのも多額のお金がかかりますので、そこら辺を何

とか統廃合でもしながら堰をできないかというと

こら辺をちょっと考えていきたいなという形に思

ってます。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） 地元負担って、負担率とかは

どのぐらいになるんでしょうか、教えてください。 

○分科会長（森垣 康平） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 光弘） 少しどういう形で

するかによりまして、ちょっと負担の率が変わって

くるんです。でも、一応、恐らくですけど、１０％

ぐらいは地元負担が要るのかなというふうには考

えてます。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） １０％いうても、金額が相当

な額なんで、なかなか地元も今、高齢化して、農地

のほうも難しくなっとるんで、そうやすやすとはで

きないことだと思うんで、この辺は、農地の問題と

かと併せて、本当にその堰が必要なのか、もうちょ

っとほかの用水を取ってくる方法はないんかとか、

いろいろと考えていただいて、ただ、農業スクール

のほうの話じゃないですけど、新規就農者なんかも

だんだんと出てこられる中で、やっぱり水利がない

と農地も死んでしまいますんで、その辺をしっかり

考えて造っていただきたいんですけども、但東以外

では、そういうところは、今、豊岡市内で堰の問題

は起きてないんですか。 

○分科会長（森垣 康平） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 光弘） ゴム堰が、一応、

豊岡市の中で１８ありまして、やはりゴム堰を造っ

てる年代が結構、大きな災害があったときに災害復

旧で造られとるという部分がありまして、どの堰に

しましても、大体やっぱり経過年数が同じような形

になってます。ただ、いろいろ補修をしながらとか、

やっぱり地元さんがこれだけかけてもしようやと

いうとこら辺で、維持管理をされとうところもあり

ますので、ほかのところでは、どうしても今直した

いというお話はまだ聞いてない部分ではあります。 

○分科会長（森垣 康平） 西垣委員。 

○委員（西垣 秀昭） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、ありませんか。 

 瀬崎次長。 

○コウノトリ共生部次長兼環境経済課長（瀬崎 晃久）

 先ほど西田委員のほうからご質問いただきまし

て、工業団地の建築条件につきましてお答えが出来

ず申し訳ございませんでしたが、分かりましたので、

お答えします。 

 まず、この神美の工業団地の売主ですけども、地

域振興整備公団が売主になります。そちらと、買わ

れた企業さんとの売買契約書を確認いただきまし

たら、１０年以内におおむね工場の建設をすること

ということで契約書のほうに明記がありますので、

お答えとしては、１０年以内ということで、契約時

に公団と事業者様との間で契約書が取り交わされ

とるという状態になります。繰り返しになりますが、
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先ほども委員のほうからありましたし、私も同感で

して、しっかりと空き地、こういったものにつきま

して、企業様の今後のご予定ですとか、こういった

ようなことも、この契約の内容にということではな

くて、情報収集とＰＲ、推進に努めてまいりたいと

いうふうに考えております。以上です。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いします。 

○分科会長（森垣 康平） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 次に、都市整備部の説明をお願いいたします。 

 建設課、久田次長。 

○都市整備部次長兼建設課長（久田  渉） それで

は、まず、ページを報告させていただいてますが、

さらに省略させてもらってもよろしいでしょうか。 

 建設課のほうです。 

 歳出から行います。 

 １４３ページを省略させていただきまして、２３

５ページのほうからお願いしたいと思います。中ほ

ど、少し下の事業になります。急傾斜地の崩壊対策

事業費１億４，３８０万円のうち、負担金の１億４，

２８０万円につきましては、兵庫県に事業実施して

いただく急傾斜地崩壊対策工事に対する令和８年

度分の地元と本市の負担金となっております。次の

還付金１００万円につきましては、この事業の完了

に伴います受益者分担金を精算し、地元へ還付する

ものです。 

 それから、その５つほど下に、城崎温泉街の交通

環境改善事業費１０７万３，０００円の主な支出は、

この引き続きの協議会で交通環境改善に取り組む

ため、本協議会の構成メンバーでもある学識経験者

の方の報償費、費用弁償等を７７万５，０００円を

計上するものでございます。 

 それから、次の用地対策事業費の３０４万円の主

な支出は、用地交渉に必要な、その２行下の普通旅

費、それから、２３７ページに移りますが、業務委

託料２５０万円につきましては、未登記箇所の測量

業務に要する委託料となっております。 

 次の但馬空港周辺用地管理費２２０万１，０００

円の主な支出は、維持管理委託料の１７８万円で、

空港周辺の巡視等、これは地元にお願いする県から

の補助金による委託料となっております。 

 それから、次の枠の中ほどになります。排水機樋

門管理費の５，８３０万７，０００円のうち、建設

課の主な支出は、下から２行目の補修工事費の３，

９００万円、長寿命化計画に伴い、下鶴井の排水ポ

ンプの自家発電装置の更新工事を行うものです。 

 それから、一番下の事業になります。緊急処理事

業費の２３４万円は、道路や河川、緊急修繕費や倒

木処理、それから、次の２３９ページになりますが、

排水ポンプの機械の借り上げ料などに要する費用

となっております。 

 それから、下の枠の次の事業になります。道路橋

りょう総務費の１，３３７万１，０００円のうち、

建設課分は１，３３２万４，０００円、このうちの

主な支出は、９６８万円、道路台帳の更新を行うも

のです。また、負担金の１４５万８，０００円は、

道路協会をはじめ、各同盟会や協議会への負担金、

それから、その以下の道路の４団体へも４５万円の

補助金を交付しております。 

 それから、２４１ページの次の事業になります。

道路橋りょう管理費５１１万７，０００円のうち、

建設課分は４２１万円、こちらにつきましては、燃

料、修繕費、保険料などに要する費用となってござ

います。 

 それから、次の事業、道路維持事業費２億６，１

９７万６，０００円の主な支出は、修繕料１，３７

１万４，０００円で、道路施設の修繕料、また、そ

の下の保険料１７１万１，０００円は、道路の損害

賠償保険となってございます。それから、その２行

ぐらい下になります。維持管理委託料３，６７４万

５，０００円は、市内に設置しているポンプやスク

リーンの清掃業務など、浸水対策ポンプのポンプ管

理や剪定業務等の植栽管理、また、パーキングトイ

レや市道や堤防の草刈り業務に係る清掃管理の費

用を計上してございます。それから、次の投資委託

料１，７００万円は、道路ののり面や構造物、附属

物点検などに係る委託料となっており、次の業務委

託料３３４万２，０００円は、動物の死体処理業務
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と簡易な測量業務となっております。それから、そ

の下の補修工事費１億６，２２０万円につきまして

は、２件の補修工事と２件の側溝の修繕工事、それ

から、９件の舗装修繕工事など、政策的予算に加え

まして、突発的な修繕工事にも対応できるよう枠配

分予算も含まれております。また、次の修繕材料費

の３３６万円及び舗装材料費３５３万５，０００円

に加え、事業用備品の４９４万４，０００円は、直

営施行に必要な材料費並びに施工機械の更新とな

っております。 

 それから、次の２４３ページになります。市の単

独事業費３，５００万円につきましては、加陽の池

端線並びに上郷野山線の道路新設改良工事の金額

となっております。 

 それから、また次の事業、上山二見線の道路改良

事業には２，１００万円を整備工事費として計上し、

高龍寺本線には３，１００万円を計上しており、内

訳は、整備工事費２，２００万円と土地の購入費９

００万円となっております。 

 それから、次の事業、雪害対策事業費４億９８６

万６，０００円の主な支出は、その９行あたり、９

行ぐらい下になります。保守点検料の２，３００万

円で、市内に設置している消雪装置の点検業務の委

託料となります。 

 またその次の業務委託料２億３，４４０万円につ

きましては、除雪の対策支援業務と、９８件の除雪

業務となっております。 

 それから、その４行下の補修工事費５，８９０万

円は、ポンプやノズルなどの消雪装置５件の更新工

事となっており、次、事業用備品２，０４５万円に

つきましては、２台の除雪車両の更新費用となって

おります。 

 最後に、１，５００万円の補助金の内訳につきま

しては、除雪機の購入事業費が１，１００万円と、

昨年度からの取組となります除雪機械運転資格取

得事業費として４００万円を計上するものです。 

 次の事業、橋りょう維持事業費３７３万９，００

０円の主な支出は、修繕料と補修工事費となってお

ります。 

 それから、次の事業、橋りょう長寿命化事業費の

３億６，８５０万円の主な支出は、投資委託料の１

億８００万円で、橋梁補修２件と定期点検に加えま

して、資材単価の調査業務に係る委託料となってお

り、補修工事費の２億５，７５０万円は、全部で９

橋の長寿命化に係る工事請負費となっております。 

 それから、次、２４５ページです。栃江橋の整備

事業費５，７６６万６，０００円は、旧橋撤去に係

る国への工事委託料と物件の補償金になっており

ます。 

 また、次の上野橋整備事業費１億７，８２５万６，

０００円につきましても、土地の借り上げ料と整備

工事費１億７，８００万円を計上しております。 

 それから、次の事業、交通安全施設整備事業２，

０４８万６，０００円の主な支出は、整備工事費の

１，６１２万６，０００円、例年のことです、防護

柵や区画線などに係る補修費と、補修材料費２９６

万円を計上しております。 

 それから、次の生活道路排水路整備事業４５０万

円は、里道水路整備など、市民の生活に係る生活環

境の改善を目的とした修繕料となっております。 

 それから、下の枠の次の事業、河川総務費の６９

０万９，０００円のうち、建設課は３７０万円程度

で、その下にある維持管理委託料、河川公園管理４

９５万８，０００円のうち、出石の谷山川河川公園

の草刈り工事１９０万円が主な支出となっており

ます。 

 それから、次の事業です。河川改良事業費４，０

００万円の主な支出は、しゅんせつ工事の３，６５

０万円で、下陰の前川を含む３河川のしゅんせつ工

事を予定をしております。 

 また、例年のことではありますが、普通河川の浚

渫事業費として３５０万円の補助金も計上してお

ります。 

 次の事業、普通河川整備事業費の４，０５０万円

は、普通河川の整備工事費として５つの河川の護岸

整備に係る費用を予算計上しております。 

 それから、下の枠の港湾管理費の２１０万円は、

維持管理委託料で、瀬戸水門の管理のお金となって
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おります。 

 それから、最後になります。次の事業、海岸環境

整備事業費１，１６７万３，０００円の主な支出は、

業務委託料４００万円で、海岸漂着物の処分業務に

充てるもの、また、次の事業委託料７１６万５，０

００円につきましては、気比や竹野海岸の環境整備

と、竹野海岸の緑地管理に係る委託料となっており

ます。 

 次に、歳入に移ります。 

 ２７ページをご覧ください。説明欄の上から３つ

目の枠です。土木管理費分担金、急傾斜地崩壊対策

事業費分担金１，０６０万円は、県の急傾斜地崩壊

対策工事に係る地元からの分担金となります。 

 それから、３１ページと３３ページを省略をさせ

ていただいて、３９ページをご覧ください。説明欄、

一番下となります、道路橋りょう費補助金の社会資

本整備総合交付金、道路改良事業費２，６２５万円

は、歳出のとおり、上山二見線、高龍寺本線の道路

改良工事に係る国庫補助金です。 

 それから、次の防災・安全交付金の雪害対策事業

費４，５５０万円につきましては、除雪機２台の購

入と除雪業務の委託料に係る国庫補助金になりま

す。 

 それから、次の道路メンテナンス事業費補助金３

億７０３万４，０００円の内訳は、道路維持事業費

に５７７万５，０００円は、赤崎江原線ほかの法定

点検に係る委託料となります。橋りょう新設改良費

１億３，４９４万２，０００円は、栃江橋と上野橋

の整備工事費に係る国庫補助金と、橋りょう長寿命

化事業１億６，６３１万７，０００円は、橋梁補修

設計及び工事費と定期点検の委託料に係る国庫補

助金となっております。 

 それから、次に、４３ページです。説明欄２つ目

の枠の一番下、土木管理費委託金の排水機樋門等管

理委託金３，１８３万２，０００円は、六方排水機

場に２６３万８，０００円と、桃島樋門ほか１０の

樋門２，９１９万４，０００円のともに樋門管理に

係る国からの委託金です。 

 また、公共用地取得事務委託金１６２万３，００

０円は、北近畿豊岡自動車の用地取得に係る事務委

託金となっております。 

 ４５ページを省略させていただいて、５７ページ

をお願いします。上から６つほど下になりますけど、

土木管理費委託金の公共用地取得事務委託金３９

０万６，０００円は、上陰の国道４２６号の道路改

良工事の用地取得に係る県からの事務委託金とな

っております。 

 また、次の排水機樋門等管理委託金１８８万５，

０００円は、日撫水門と六方排水機場の管理委託金

となります。 

 次の道路橋りょう委託金、国県歩道除雪作業委託

金４２０万４，０００円は、県管理の歩道除雪に係

る委託金です。 

 次の、また、国道のパーキングエリア管理委託金

２５０万６，５００円は、県管理の４つのパーキン

グエリアの清掃等に係る委託金。 

 それから、次の除雪機の運転資格取得事務委託金

２００万円は、オペレーター確保を目的とした除雪

機械の免許取得に係る県からの委託金となってお

ります。 

 それから、次、５９ページをご覧ください。下の

枠の土地売払収入５，６２０万円のうち、建設課分

は３０万円で、里道水路などの土地売却の収入とな

っております。 

 次に、６７ページを省略させていただいて、７１

ページ、雑入になります。説明欄の上から１７、１

８行目ぐらいになりますが、消雪ポンプの２６万４，

０００円と市道の駅東西連絡線係る４万６，０００

円は、主に県などからの使用者負担金となっており

ます。 

 それから、次に、７７ページをご覧ください。説

明欄３つ目の土木管理債、市債になります。急傾斜

地崩壊対策事業債１億２，０２０万円は、県が実施

した急傾斜地の崩壊対策工事に係る市の負担金に

充当した市債となっております。 

 次の土木管理事業債３，５１０万円は、下鶴井の

排水ポンプの更新費に充てる市債、それから、次の

道路橋りょう債、道路整備事業債１億３，７００万
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円は、道路構造物長寿命化事業以下、明記をしてお

ります全７事業の整備に充てる市債です。 

 それから、次の起債、橋りょう整備事業債２億３，

８００万円は、栃江橋、上野橋と橋りょう長寿命化

事業に充てる市債となります。 

 次の消雪装置整備事業債５，８９０万円は、消雪

装置の更新工事に充てる市債、それから、最後に、

河川債の河川改良事業債７，６００万円のうち、河

川浚渫事業の３，５５０万円は、先ほど言いました

下陰を含む３つの河川のしゅんせつ工事に充てる

市債、また、普通河川整備事業債４，０５０万円は、

水主川を含む全５つの普通河川の流路工整備や河

川修繕工事に充てる市債です。 

 歳入の説明を終わって、最後に、地方債になりま

す。１１ページをご覧ください。 

 上から５行目になります。記載をしてありますが、

まず最初に、急傾斜地崩壊対策事業には１億２，０

２０万円、次の土木管理事業費には下鶴井ポンプに

３，５１０万円、次の道路整備事業費１億３，７６

０万円は道路構造物長寿命化事業、以下６つの事業

への起債となります。次の橋りょう整備事業費２億

３，８００万円は、栃江橋以下２つの事業の市債、

次の消雪装置の整備事業には５，８９０万円、河川

改良事業費には７，６００万円となっており、詳細

は先ほど歳入で説明をしましたとおり、いずれも限

度額を記載してございます。 

 建設課からの説明を終わります。 

○分科会長（森垣 康平） お疲れさまでした。 

 続きまして、都市整備課、堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 都市整備課所管の主

要事業、新規事業を中心に、まず歳出から説明させ

ていただきます。 

 予算書の９３ページの説明欄をご覧ください。上

から１０行目、基金管理費１０億４，５１９万円の

うち、都市整備課分として５２０万円を計上してい

ます。内訳としまして、次の財政調整基金積立金の

３６０万円ですが、これは高校生通学バス定期補助

の事業継続に係る財政調整基金への積立てです。ま

た、その２行下、市債管理基金積立金の３８５万円

のうち、都市整備課分としましては１６０万円です。

これは過疎地域内の高校生バス定期補助事業の過

疎債償還に係る一般財源の積立てです。 

 次に、９９ページをご覧ください。真ん中辺りの

鉄道交通対策事業費に１億５，７４０万６，０００

円を計上しています。主なものでは、まず、５行下

の業務委託料の６９０万３，０００円で、従来の竹

野駅乗車券類等販売業務に加えて、昨年度に引き続

き、ＪＲ山陰本線利用促進事業実施業務を実施しま

す。令和８年度は、乗って守ろう！竹野駅ペイに加

えて、電動折り畳み自転車による周遊サイクルトレ

インを実施する予定にしています。それから、９行

下の補助金の１億４，９５５万５，０００円ですが、

内訳としまして、鉄道軌道安全輸送設備等整備事業

費１億２，７０７万９，０００円は、北近畿タンゴ

鉄道株式会社が実施する線路等設備の改良事業に

対して、沿線自治体が支援する豊岡市分の補助金で

す。次の北近畿タンゴ鉄道安全運行維持助成費２，

２４７万６，０００円は、北近畿タンゴ鉄道株式会

社がＷＩＬＬＥＲ ＴＲＡＩＮＳ株式会社に委託

している路線の運行に係る線路、車両の維持管理に

対して沿線自治体が支援する豊岡市分の補助金で

す。 

 次の事業、バス交通対策事業費には３億１，３２

７万１，０００円を計上しています。主なものでは、

１０１ページの２行目、業務委託料の５，０７３万

７，０００円で、内訳は、バス運行管理業務の市営

バス「イナカー」３路線の有償旅客運送運行管理業

務委託料です。次の事業委託料の３９７万９，００

０円は、公共交通支援事業で、出石、但東地域で実

施しているチクタクの運行業務を４地区の運営協

議会へ委託するものです。その４行下、補助金２億

５，０３４万８，０００円の内訳ですが、地方バス

等公共交通維持確保対策費の１億９，４２０万２，

０００円は、全但バス株式会社が運営する路線バス

の運行補助金と車両購入の補助金の合計額です。次

の市街地循環バス事業費の１，９９７万９，０００

円は、全但バス株式会社が運行しているコバスの運

行事業補助金です。次の高校生通学定期券購入費の
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２，５４９万３，０００円は、市内の高校生が通学

のために定期券を購入する際、月額１万５，０００

円を超える部分を市が支援する補助金です。次の予

約型乗合交通維持対策費の１，０６７万４，０００

円は、竹野地域予約型乗合交通「たけの～る」に係

る運行経費の一部と、「たけの～る」の乗降ポイン

ト標識の整備に係る費用を支援するものです。 

 次の事業、公共交通利用促進事業費に１，０８１

万３，０００円を計上しています。主なものでは、

補助金のｅ通勤バス運行費の２１５万１，０００円

は、コバスエクスプレスと豊岡出合線を対象とした

通勤推奨バス運行に係る補助金です。１つ飛ばしま

して、路線バス活性化運行事業費の７７１万２，０

００円についてです。公共交通の利用促進として実

施していた「豊岡ノーマイカーデー」と市制２０周

年事業として実施した「豊岡のってＥＣＯ」を統合

する形で、令和８年度は、「豊岡のってＥＣＯ」と

して市内の路線バスやコミュニティバス等が大人

５００円で乗り放題となるフリーチケットを販売

します。実施日は毎週金曜日とし、４月から１年を

通じて実施する予定にしています。 

 次の事業、公共交通対策事業費に３，６９２万９，

０００円を計上しています。整備工事費２，７００

万円は、日高振興局の敷地内にある旧テニスコート

に高速バスのバスストップ並びにパーク・アンド・

ライド駐車場の整備工事に要する費用です。 

  次の補助金９９２万９，０００円の地域公共交

通キャッシュレス決済導入支援事業費は、ＪＲと互

換性のある交通系ＩＣカードが利用できるキャッ

シュレス決済システム、「バスＩＣＯＣＡシステム」

を、兵庫県交通政策課が事務局を担う「ひょうご新

ＩＣサービス整備協議会」と連携して、共通サーバ

ーを整備し、車載機については、導入するバス事業

者に対し、但馬３市２町で連携し、導入費の一部を

支援するものです。 

 １１７ページをご覧ください。一番下の枠の但馬

空港利用促進事業費に１億６１５万２，０００円計

上しています。主なものでは、５行下の業務委託料

９００万円は、但馬空港あり方検討業務として、但

馬空港の活性化に向けた但馬空港及び周辺エリア

の利活用に係る分析と在り方について検討を行う

ものです。次に、５行下、補助金のコウノトリ但馬

空港利用促進協議会の７，８６８万円は、コウノト

リ但馬空港の利用促進のため、市民やビジネス利用

などの運賃助成等を本協議会へ交付する補助金で

す。 

 少し飛びまして、２４９ページをご覧ください。

真ん中辺りの都市計画総務費に３，１７６万７，０

００円を計上しています。主なものでは、下から７

つ目の負担金の修繕工事費の２，７８９万６，００

０円は、アイティの受電設備更新工事に係る費用で、

更新時期が到来した電気受電設備を更新するとと

もに、特別高圧設備から高圧設備に変更することで、

更新費用及び維持管理費の低減を図るものです。 

 次に、３行下、都市景観形成事業費に６４２万６，

０００円を計上しています。２５１ページをご覧く

ださい。主なものでは、上から１０行目、補助金の

景観形成支援事業費５５８万円で、景観形成重点地

区の修景助成に係る補助金です。 

 ２つ事業を飛ばしまして、次の事業、駅前広場等

管理費に５６２万７，０００円を計上しています。

主なものでは、５行下の維持管理委託料の３８３万

７，０００円で、豊岡駅や城崎温泉付近の駅前広場

や公衆トイレ、地下連絡通路などの維持管理業務の

委託料です。 

 次の事業、公園管理費に２，５６７万２，０００

円を計上しています。主なものでは、８行下の維持

管理委託料の８６１万４，０００円で、内訳としま

して、公園内の除草、清掃作業及び植木の剪定作業

や市内の都市公園等のトイレの清掃等作業などの

委託料です。次に、業務委託料の２０９万２，００

０円は、出石城公園の植栽管理業務や、市内の都市

公園などに設置されている遊具の定期点検経費を

計上しています。 

 次の事業、公園施設長寿命化事業費に１，５８０

万１，０００円を計上しています。整備工事費の内

訳は、出石城公園の照明施設更新工事とひまわり公

園のメインステージの補修工事を行うものです。 
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 次の事業、豊岡駐車場管理費に８３０万４，００

０円を計上しています。２５３ページをご覧くださ

い。主なものでは、維持管理委託料の７４４万円で、

中央駐車場の維持管理委託料です。 

 以上で歳出予算の説明を終わります。 

 次に、歳入について、主立ったものを中心に説明

させていただきます。 

 予算書の２９ページの説明欄をご覧ください。下

段の枠内の節１総務管理使用料の上から５行目、有

償旅客運送使用料６０３万７，０００円は、イナカ

ーとチクタクの運賃収入の合計です。 

 次に、３１ページをご覧ください。上から４行目

の節３都市計画使用料の駐車場使用料のうち、豊岡

中央駐車場の１，０２６万円は、年間の中央駐車場

の駐車場使用料です。 

 次に、３５ページをご覧ください。下の枠、節１

総務管理費補助金の地域公共交通確保維持改善事

業費補助金の９５６万４，０００円は、イナカー運

行事業に対する国庫補助金です。 

 次に、３７ページをご覧ください。上から２行目、

節１総務管理費補助金の社会資本整備総合交付金

７，２９８万９，０００円の内訳として、地域公共

交通再構築事業費の５，９８６万４，０００円は、

北近畿タンゴ鉄道株式会社が実施する線路等施設

の改良事業に対する国の交付金です。 

 次の道路改良事業費１，３１２万５，０００円は、

日高振興局敷地内のバスストップ整備事業に係る

国の交付金です。 

 次に、４３ページをご覧ください。一番下の枠の

１行目、但馬空港周辺活性化事業費負担金３００万

円は、但馬空港あり方検討業務に係る県の負担金で

す。 

 次に、４７ページをご覧ください。上から４行目

の節１総務管理費補助金の地域公共交通再構築事

業費補助金の１，６４６万３，０００円は、北近畿

タンゴ鉄道株式会社が実施する線路等施設の改良

事業に対して、兵庫県から支出される補助金です。 

 ７５ページをご覧ください。２つ目の枠の節１総

務管理債の１行目、鉄道交通対策事業債の京都丹後

鉄道軌道安全輸送設備等の６，７１０万円は、北近

畿タンゴ鉄道株式会社が実施する線路等施設の改

良事業に対する補助金を支出するための市債です。 

 ７７ページをご覧ください。上から４つ目の枠の

上から９行目、役場前線１，０６０万円は、先ほど

歳出で説明しました日高振興局敷地内、旧テニスコ

ートのバスストップ整備事業に充当する市債です。 

 次に、２つ下の枠、節５都市計画債の公園整備事

業債、公園施設長寿命化事業１，４２０万円は、ひ

まわり公園のメインステージ補修工事に充当する

市債です。 

 次の都市計画施設整備事業債、アイティの２，５

１０万円は、アイティの受電設備更新工事に充当す

る市債です。 

 ７９ページをご覧ください。一番下の過疎対策事

業債６，０７０万円のうち、都市整備課分として２，

０２０万円で、内容は、高校生通学定期購入補助金

や、ＪＲ山陰本線利用促進事業及び竹野地区予約型

乗合交通「たけの～る」に充当する市債です。 

 以上で歳入予算の説明を終わります。 

 次に、地方債です。 

 １０ページをご覧ください。第３表の地方債の１

行目、鉄道交通対策事業費、京都丹後鉄道軌道安全

輸送設備等の６，７１０万円は、北近畿タンゴ鉄道

株式会社が実施する線路等施設の改良事業に対す

る地方債です。 

 １１ページをご覧ください。真ん中辺りの役場前

線１，０６０万円は、バスストップ整備事業に対す

る地方債です。 

 ９行下の公園整備事業費、公園施設長寿命化事業

の１，４２０万円は、ひまわり公園のメインステー

ジ補修工事に係る地方債です。 

 次の都市計画施設整備事業費、アイティの２，５

１０万円は、アイティ受電設備更新工事に係る地方

債です。 

 最後に、１２ページの一番下の過疎対策事業債の

６，０７０万円のうち、都市整備課分としては２，

０２０万円で、内容は、高校生通学定期購入補助金

や、ＪＲ山陰本線利用促進事業及び竹野地区予約型
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乗合交通「たけの～る」に係る地方債です。 

 都市整備課からの説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 建築住宅課、小川課長、お願いします。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 建築住宅課分の説明

をさせていただきます。 

 歳出の主なものになります。 

 ９５ページをご覧ください。財産管理費です。説

明欄の１０行目、業務委託料８６５万９，０００円、

このうち５６９万６，０００円を但東町の出合市場

住宅、この用途廃止に伴って、売却に向けての準備

を行うための用地測量を実施いたします。その測量

業務を計上しております。 

 ２５３ページをご覧ください。住宅管理費です。

説明欄です。人件費で委員報酬１０万７，０００円、

これは空き家対策協議会委員の８人分の報酬にな

ります。３回分を予定しております。これは、地域

づくり課への所管替えを予定しております。 

 ２５５ページをご覧ください。住宅管理費１億７，

７５９万９，０００円です。主なものとしましては、

７行目、修繕料２，８２６万円、これは、市営住宅

の退去修繕、風呂釜、給排水設備だとかのいうもの

の緊急的な修繕に係るものの経費です。その１６行

下になりますけども、補修工事費１億３，５３１万

９，０００円、これは、ゼロ市債で行う市営住宅の

補修工事、それから、退去修繕工事、子育て世帯の

支援の関係のための修繕費、住宅設備改修費、それ

から、長寿命化工事を予定しておりまして、このう

ちの長寿命化工事につきましては、今年度、高屋住

宅Ａ棟の外壁等改修工事、それから、日高の静修住

宅共用部のＬＥＤ化工事、それから、日高の鶴岡住

宅の外壁等改修工事を予定しております。 

 次に、その６行下です。住宅耐震改修促進事業費

２，５４６万３，０００円です。主なものとしまし

て、業務委託料のところ、１５７万５，０００円、

これは耐震診断の業務５０件を予定しております。 

 その下、補助金のところですけども、住宅耐震改

修促進事業費２，３８０万円、これは耐震診断を行

った結果、耐震性が低いと診断された場合に耐震化

する際の耐震計画策定費、工事費の一部を補助する

ものです。 

 その下、住宅新築資金等貸付金回収事業費１８万

４，０００円は、この資金の滞納者に対する徴収の

関係の経費です。 

 その６行下になります。老朽危険空家対策事業費

８３３万７，０００円です。下から３行目の補助金

のところです。特定空家等除却支援事業費３９９万

６，０００円、これは国県の補助制度を活用して所

有者が特定空家の除却をする際の補助、これを行う

ものです。３件分を見込んでおります。一番下の危

険空家除却支援事業費３９９万６，０００円、これ

は特定空家までいかない危険空き家の除却費補助

金で、１件当たり３３万３，０００円の合計１２件

分予定しております。今回、例年より２件分増やし

ておりまして、この２件分は、一般に募集するんで

はなくて、交渉用というふうに考えております。こ

れも所管替えの予定にしております。 

 ２６５ページをご覧ください。説明欄３段目の１

０行目、災害対策事業費です。少し下に行きまして、

補助金のところ、土砂災害対策支援事業費１，６４

８万５，０００円、これは土砂災害特別警戒区域、

いわゆるレッドゾーン内ですけども、ここにある住

宅の移転、除却、防護壁の設置、そういうものに対

して、国と県と共に補助を行うものです。 

 歳出は以上になります。 

 歳入の主なものです。 

 ２９ページをご覧ください。下の表、総務管理使

用料の説明欄、上から４行目になります。行政財産

目的外使用料２，０８１万５，０００円、このうち

の５６１万５，０００円が建築住宅課分で、お試し

居住ですとか、大学生入居、子育て世帯等支援事業、

この目的外使用に係る使用料の収入、それから、Ｎ

ＴＴとか関電柱、そういったものの占用料の収入に

なります。 

 ３１ページをご覧ください。上の表の４段目、住

宅使用料２億２，４４７万３，０００円、このうち

説明欄５行目記載の移住促進住宅使用料、これを除

きまして、２億２，１７８万５，０００円、これが
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公営住宅の住宅使用料と駐車場の使用料になりま

す。 

 ４１ページをご覧ください。一番上の土木費国庫

補助金の住宅費補助金、社会資本整備総合交付金に

なります。５，０９９万９，０００円です。内訳は、

記載しておりますとおり、先ほど歳出で申し上げま

した簡易耐震診断推進業務、それから、公営住宅の

関係の長寿命化工事、さらに、民間住宅の耐震化助

成、老朽危険空き家の補助、これらに係る国の補助

金です。 

 次に、その下、消防費国庫補助金ですけども、消

防費補助金、社会資本総合整備交付金の崖地近接等

危険住宅移転事業費４９７万３，０００円です。こ

れは、先ほどレッドゾーン内にある住宅の移転等の

国の補助金になります。 

 ５５ページをご覧ください。説明欄の４段目、住

宅費補助金１９４万３，０００円です。内訳は、記

載しておりますとおり、簡易耐震診断、民間住宅の

耐震改修、老朽危険空き家の事業、住宅新築資金等

の助成事業に係る県の補助金になります。 

 ５７ページをご覧ください。上の表、災害対策費

補助金６０５万４，０００円のうち、５７５万４，

０００円、これが住宅・建築物の土砂災害対策支援

事業費補助金になります。 

 ６５ページをご覧ください。真ん中の表の一番下

になります。住宅資金貸付金元利収入ということで

４６万８，０００円、うちの４４万７，０００円は、

説明欄記載の上３つの収入になります。 

 その他、雑入等につきましては、昨年とほぼ同様

の内容ですので、省略させていただきます。 

 歳入は以上です。 

 債務負担行為、地方債はございません。 

 建築住宅課分は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 地籍調査課、上阪課長。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） ２１１ページをご覧

ください。歳出です。 

 説明欄の下から１２行目、地籍調査事業費です。

１億２，６０６万９，０００円を計上しております。

主な費用は、次の２１３ページの業務委託料、地籍

調査業務で１億２，１２１万１，０００円を計上し

ています。調査の概要ですけれども、地籍調査は、

一つの調査区域を３年に分けて実施します。１年目

は調査図素図作成や基準点設置の工程で、４区域、

０．５５平方キロメートル、２年目は立会い調査の

工程で、５区域、０．６５平方キロメートル、３年

目は成果の閲覧の工程で、５区域、２．０４平方キ

ロメートルを予定しております。進捗率は、０．４

ポイント増の１５．０％となる見込みです。 

 次に、歳入です。 

 ５３ページをご覧ください。農業費補助金の説明

欄、上から４つ目の補助金、地籍調査事業費補助金

です。補助対象経費に対する県からの補助金１億４

５１万３，０００円を計上しております。 

 次に、７３ページをご覧ください。説明欄の上か

ら６つ目の見出しの事業協力金です。公共事業円滑

化推進協力金として４０３万９，０００円を計上し

ております。これは、山陰近畿自動車道のような大

規模公共事業の用地取得に先行して地籍調査をす

る場合に、県から協力金として補助対象事業費の

５％を頂く県の補助制度で、先行地籍調査事業とい

います。 

 説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 暫時休憩します。 

午後２時３８分休憩 

──────────────────── 

午後２時４５分再開 

○分科会長（森垣 康平） それでは、会議を再開い

たします。 

 先ほどの都市整備部に関する質疑はありません

か。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か、ちょっと確認です。 

 コウノトリの但馬空港の利用の分で、補助金の金

額、今年度と来年度、金額を教えてください。変更

があるかなんかも含めてよろしくお願いします。 

○分科会長（森垣 康平） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） １人当たり４，５０
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０円としております。令和７年度も令和８年度も同

様です。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。 

 あと１点、公園植樹伐採業務と遊具の点検業務な

んですけど、これ、２０９万２，０００円ですか、

計上されておるんですけど、これの点検頻度、いろ

いろと公園のほうで樹木が倒れたりとか、道路付近

で樹木が倒れたりとか、そういうことが、ほかの自

治体ですけど、ありますんで、本市でもそういうこ

とがあって、市民に被害があったら困りますんで、

そういう点検頻度をちょっとお聞かせいただきた

いと思います。 

○分科会長（森垣 康平） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 頻度を明確に決めて

いるわけではないです。遊具については、年一度は、

必ず点検するようにしているんですけども、樹木等

については、定められたものもないので、決まった

頻度で点検しているということは、現在はしており

ません。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 遊具のほうの点検は、もう年

１回ということで、今お聞きしたんですけど、樹木

のほうも、ほかの自治体でもいろいろと倒木があっ

て被害があったとか、そういうのも聞きますんで、

その辺は、どういう点検の仕方になるかも分かりま

せんけど、せめて年１回ぐらいは点検していただい

て、そういう市民の方々に被害が出ないように、車

も含めて、いろんなもんも含めて、被害が出ないよ

うによろしくお願いしたいと思います。 

 委員長、取りあえず以上です。 

○分科会長（森垣 康平） そのほか、質疑のある方。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 都市整備のほうのバスの、先

ほどバスＩＣＯＣＡというような表現で言われた

んですけども、その辺って、どのぐらい整備のめど

を考えておられますか。 

○分科会長（森垣 康平） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 令和８年度中に整備

したいというふうに考えております。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 県のほうで、全県のバス事業

者の方でサーバーを立てて、それでバスのほうから

始めて、今後、ＪＲのほうもやってもらうというよ

うな話はちらっとお聞きしたんですけども、そうい

う意味では、市のほうの予算というのは、分担金と

いうか、それぞれの割ったような金額なのか、これ

は豊岡市独自でやっているの、どんな感じの事業な

んでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） サーバーに関しまし

ては、その協議会に入られてる自治体、全部の自治

体が入ってるわけではなくて、それに賛同される自

治体がその協議会に入ってるんですけども、そこで、

サーバーについては、割ってます。あと、車載機に

つきましては、それぞれ、豊岡でしたら但馬３市２

町で負担割合を決めて、バス事業者に補助するとい

う形を取っております。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 基本的には、前向きに検討し

てほしい、特に小銭で今はやっているという状況で

すから、なかなか利用がしにくいということと、あ

わせて、例えばバスそのものに、１台、１台にセン

サーをつけて、今どこにいるというようなことが分

かるような、そういうような取組も併せてしてもら

えると利便性が高まるなのかなと思うんですけど

も、そういった取組というところは、何か検討とか

ってあるんでしょうか。 

○分科会長（森垣 康平） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） そういった検討も進

めていってはおるんですが、まだなかなか実現する

というところには至ってないというのが実情です。 

○分科会長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 専門職大とか、そういうとこ

ろでも交通の取組をされてるとこもありますから、

ぜひ、そういったところと提携しているわけですか

ら、うまく実用化に向けて考えていただきたいなと

思います。以上です。 
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○分科会長（森垣 康平） そのほかありませんでし

ょうか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 続いて、上下水道部の説明をお願いします。 

 水道課、縄手課長、よろしくお願いします。 

○水道課長（縄手 伸幸） 私からは、水道事業に関

係する部分についてご説明いたします。 

 予算書１９５ページをご覧ください。歳出です。 

 表の最下段、水道事業会計負担金として３億７，

９２９万６，０００円を予定しています。これは、

主に総務省の繰り出し基準に基づきまして、一般会

計から水道事業会計へ繰り出すものでございます。

国庫補助事業に対する一般会計からの負担金など

を計上しています。 

 続きまして、歳入です。７５ページをご覧くださ

い。 

 市債です。下の表の上から３段目、保健衛生債の

水道施設整備事業債を、国庫補助事業などに対する

負担金の財源として１億４，２２０万円を予定して

います。 

 続いて、１０ページをご覧ください。第３表、地

方債です。 

 真ん中辺り、少し上です。水道施設整備事業費を

同様に１億４，２２０万円としています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 続きまして、下水道課、

野畑課長、お願いします。 

○下水道課長（野畑 修身） 一般会計予算の下水道

課に関係する部分について説明させていただきま

す。 

 まず、歳出から説明いたします。 

 予算書の１９３ページをご覧ください。説明欄の

１番目の枠、浄化槽設置事業補助金８８万８，００

０円は、豊岡市浄化槽設置整備事業補助金交付規程

に基づいて、生活排水処理計画で定める合併浄化槽

区域内の住宅への浄化槽設置に対し、補助金を交付

するものです。 

 次に、２５３ページをご覧ください。説明欄の２

番目の枠、下水道事業会計負担金２６億１，２６０

万１，０００円は、総務省繰り出し基準等に基づく

下水道事業会計への負担金として計上しています。 

 次に、歳入です。 

 ３９ページをご覧ください。説明欄２つ目の枠の

１行目、循環型社会形成推進交付金２９万６，００

０円は、浄化槽設置事業に係る交付金で、事業費８

８万８，０００円の３分の１を計上しています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 下水道のほうで、浄化槽の設

置の補助金、ちょっと詳しく教えてください。 

○分科会長（森垣 康平） 野畑課長。 

○下水道課長（野畑 修身） 内訳としましては、５

人槽が１基、これが４１万４，０００円です。あと、

６人・７人槽が１基で４７万４，０００円となって

おります。 

○分科会長（森垣 康平） 西田委員。 

○委員（西田  真） 以上です。いいです。 

○分科会長（森垣 康平） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午後２時５３分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時５３分 委員会再開 

○委員長（森垣 康平） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 それでは、第３５号議案、令和８年度豊岡市水道

事業会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、縄手課長、お願いします。 

○水道課長（縄手 伸幸） 第３５号議案、令和８年

度豊岡市水道事業会計予算についてご説明いたし

ます。 

 豊岡市特別会計予算書の２３９ページをご覧く

ださい。２３９ページから２４１ページにつきまし

ては、本会議で部長が説明したとおりでございます

ので、私からは、予算実施計画でご説明いたします。 
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 ２４５ページをご覧ください。まず、収益的収入

及び支出です。収入では、水道事業収益として２４

億４，２６７万円を予定しています。主なものとし

ましては、その２つ下、営業収益の水道料金１８億

７，７６１万７，０００円です。営業外収益のうち

一般会計補助金は、先ほど一般会計予算で説明しま

した水道事業会計負担金の一部でございます。 

 ２４６ページをご覧ください。支出ですが、水道

事業費用として２４億１，１２２万５，０００円を

予定しています。営業費用は２２億５９２万２，０

００円で、主なものとしましては、中段辺りに原水

及び浄水費の委託費としまして１億９，４７５万円、

これは各浄水施設の運転管理業務などでございま

す。 

 続いて、２４７ページ、配水及び給水費の中段辺

りです。委託料１億４，３０７万５，０００円、こ

れは各配水施設の保守点検などでございます。 

 その３つ下、修繕費です。７，４２７万６，００

０円、これは漏水修理等に係る費用でございます。 

 続いて、２４８ページ、総係費の中段少し下、委

託料１億４１５万６，０００円、これは料金等賦課

徴収業務等でございます。 

 次に、２５０ページをご覧ください。資本的収入

及び支出です。 

 まず、上段の資本的収入は６億２，９５８万６，

０００円を予定しています。企業債のほか、一般会

計出資金、それから負担金、国庫補助金を計上して

います。 

 下段の資本的支出は１８億８，７７９万３，００

０円を予定しています。建設改良費は９億２，８８

８万３，０００円で、うち工事請負費としまして８

億３，５５３万６，０００円としています。別途、

管路関係ですとか、施設整備関係の事業予定箇所図

を提出させていただいておりますので、後ほどご覧

ください。 

 次に、２５１ページから２５５ページにつきまし

ては、キャッシュフロー計算、給与費明細書を添付

していますので、ご清覧ください。 

 ２５６ページをご覧ください。債務負担行為に関

する調書です。下から２行目の老朽管更新事業まで

は、これまでに設定させていただいているもので、

今回新たなものとしましては、表の一番下、竿口橋

架替関連事業の１件となります。 

 ２５８ページからは、予定貸借対照表と予定損益

計算書を添付しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものとして決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議なしと認めます。よ

って、第３５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第３６号議案、令和８年度豊岡市下水道事

業会計予算を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、野畑課長、お願いします。 

○下水道課長（野畑 修身） 第３６号議案、令和８

年度豊岡市下水道事業会計予算について説明させ

ていただきます。 

 上下水道部長が本会議で説明したとおりですが、

私からは実施計画で説明をさせていただきます。 

 ２７３ページをご覧ください。まず、収益的収入

及び支出ですが、収入では、下水道事業収益として

５５億９，１５４万２，０００円を予定しています。

主なものとしては、営業収益の下水道使用料１６億

１，２６８万７，０００円、雨水処理及びし尿処理

に係る他会計負担金１億５，５９８万２，０００円、

営業外収益の汚水処理に係る総務省繰り出し基準

等に基づいた一般会計からの補助金２４億６，８２

４万４，０００円、長期前受金戻入れ１３億１，１

９０万３，０００円及び消費税及び地方消費税還付
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金３，０４４万５，０００円などです。 

 ２７４ページをご覧ください。次に、支出は、下

水道事業費用として４８億７０１万３，０００円を

予定しています。営業費用の主なものは、管渠費で

は、異常通報等に係る通信運搬費１，６１２万円、

施設の維持管理に必要な委託料６，１７９万９，０

００円、道路工事に伴うマンホールの高さ調整やマ

ンホールポンプなどの修繕費４，７３１万９，００

０円、動力費として５８８か所あるマンホールポン

プ場などの電力料金６，６０２万３，０００円、ポ

ンプ場費では、桃島雨水ポンプ場及び京口中継ポン

プ場に係る費用で、施設の運転管理などの委託料１，

６５４万円、２７５ページに移りまして、処理場費

では、処理場の運転管理や汚泥処理運搬業務などの

委託料５億６，９６０万１，０００円、各施設の機

器修繕に係る費用として修繕費１億４０万円、汚泥

の処分先である北但行政事務組合への処分に係る

汚泥処理負担金１，１６５万２，０００円、動力費

１億６，８８０万６，０００円などです。２７６ペ

ージに移りまして、総係費は、下水道台帳整備等の

委託料１，１７５万円、使用料徴収事務などの負担

金６，３０８万７，０００円などが主なものです。

次に、減価償却費では、有形及び無形固定資産の減

価償却費３０億７，４９１万４，０００円を計上し、

営業外費用では、企業債等の支払い利息３億６，５

１１万円などを計上しています。また、下水道使用

料改定に伴う市民説明会の実施などにより、時間外

勤務手当の時間数が前年度当初予算と比較して６

６０時間増加し、金額としては１６４万９，０００

円の増額を計上しています。 

 次に、２７８ページをご覧ください。資本的収入

は２４億７，２６５万９，０００円を予定していま

す。主なものとしては、建設改良事業に係る企業債

１７億３，４８０万円、国庫補助金７億３，７２５

万円などです。 

 次に、資本的支出は５１億６，９４８万６，００

０円を予定しています。建設改良費の主なものは、

管渠施設事業費では、管路施設耐震診断などとして、

委託料５，７４２万８，０００円、また、施設の統

廃合、長寿命化などの工事請負費４億１，７８０万

円が主なものです。２７９ページをご覧ください。

処理場施設事業費は、処理施設長寿命化耐震診断業

務などの委託料１億１，００２万８，０００円、処

理施設長寿命化対策として工事請負費９億１，６０

０万円を計上しています。なお、令和８年度より耐

震化対策に取り組むため、時間外勤務手当の時間数

が前年度当初予算と比較して２０４時間増加し、金

額にして５１万円の増額を計上しています。また、

企業債償還金は３６億１，１７０万５，０００円を

計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（森垣 康平） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点。今、非常に燃料費とい

うか、石油がすごく上がってるということで、下水

の場合は動力費がまあまあな金額を立てられてる

んですけども、少しそういう意味では想定とかなり

乖離してくるのかなという気がするんです。その点

について、何か考えておられることとかありますか。 

○委員長（森垣 康平） 野畑課長。 

○下水道課長（野畑 修身） 今のところは、特に考

えてはいないんですけど、恐らく国からの補助等が

また出てくると思うので、そちらのほうを活用した

いかなと思っています。以上です。 

○委員長（森垣 康平） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 下水のほうに関しては、少し

値上げの話というのも検討されていくというよう

な内容の中で、やはり今の状況というのは、少し盛

り込んでもらいながら、しっかり考えていただきた

いなと思います。以上です。 

○委員長（森垣 康平） そのほか、ございませんで

しょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） 討論を打ち切ります。 
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 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議なしと認めます。よ

って、第３６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 この際、当局の皆さんから特にご発言がありませ

んか。 

 それでは、ここで建設経済委員会を暫時休憩いた

します。 

午後３時０６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後３時０９分 分科会再開 

○分科会長（森垣 康平） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開いたします。 

 それでは、本日、説明、質疑を行いました第２６

号議案、令和８年度豊岡市一般会計予算について、

賛否の確認をいたします。 

 暫時休憩します。 

午後３時１０分休憩 

──────────────────── 

午後３時１０分再開 

○分科会長（森垣 康平） 会議を再開いたします。 

 本案について、賛成とする方は挙手をお願いいた

します。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（森垣 康平） 全員賛成と認めます。 

 以上で、本日予定している議案に対する審査を終

了いたします。 

 これより、協議事項２番、意見・要望のまとめ、

ア、分科会意見・要望のまとめに入ります。 

 本日、分科会で審査いたしました第２６号議案、

令和８年度豊岡市一般会計予算について、分科会意

見・要望として、予算決算委員会に報告すべき内容

について協議いただきたいと思います。 

 分科会審査に係る意見、要望について、ご発言が

あればお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

午後３時１０分休憩 

──────────────────── 

午後３時１２分再開 

○分科会長（森垣 康平） それでは、会議を再開い

たします。 

 分科会に付す意見として、どなたか発言があれば、

お願いいたします。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 先ほど産業用地が豊岡市とし

てないということで、新たに産業用地を探している

案件があります。現在、神美の中核工業団地のほう

で空いてる区画がありますんで、それを利用するべ

きだと思います。それを意見を付していただければ

いいかなと思っております。以上です。 

○分科会長（森垣 康平） ありがとうございます。 

 そのほか、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（森垣 康平） それでは、西田委員のご

意見を参考にして、正副分科会長で意見をまとめて

いきたいと思いますが、よろしいでしょうか。ご異

議ありませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（森垣 康平） 異議ないようですので、

分科会長報告につきましては、正副分科会長にご一

任お願いします。 

 以上をもちまして建設経済分科会を閉会いたし

ます。 

午後３時１３分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後３時１３分 委員会再開 

○委員長（森垣 康平） ただいまから建設経済委員

会を再開いたします。 

 これより、イ、委員会の意見・要望のまとめに入

ります。 

 本日委員会で審査いたしました第３３号議案、令

和８年度豊岡市太陽光発電事業特別会計予算、第３

５号議案、令和８年度豊岡市水道事業会計予算、第

３６号議案、令和８年度豊岡市下水道事業会計予算

について、委員会意見・要望として、委員長報告に

付すべき内容について協議いただきたいと思いま
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す。 

 委員会審査に関わる意見、要望についてご発言が

あれば、お願いいたします。何かございますでしょ

うか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、皆さん、なしと

いうことですので、委員長報告につきましては、正

副委員長にご一任お願いしたいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議がないようですので、

正副委員長にご一任をお願いいたします。 

 次に、協議事項の３番、閉会中の継続審査申出に

ついてを協議いたします。 

 別紙１のとおり、委員会重点調査事項を、議長に

対して、閉会中の継続審査事項として申し出たいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 一応、すみません、確認させてもらいます。今出

させてもらったのが、重点調査事項になります。 

 それでは、ご異議なしということで、こちらで進

めたいと思います。 

 続いて、協議事項の４番ですが、こちらは、もう

いいんですね、飛ばしたら。こちら、昨日、協議し

ていただきましたので、飛ばします。 

 最後に、そのほかについて、委員の皆様から何か

ご発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（森垣 康平） それでは、ないようでした

ら、以上をもちまして建設経済委員会を閉会いたし

ます。お疲れさまでした。 

午後３時１５分閉会 

──────────────────── 

 


